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I 8 I 数種の核種における (n, 2n) 反応の断面積

東北大・理 塩川孝信 八木益男 0 鍛冶東海

1. 東芝 NT -20 型，コックロットウォルトン型中性子発生装置を用いて， 1 4. 1 MeV 中性子による ”F,

64zn, 107Ag , 13~Ba, "0oe , 141Pr などの核種の (n, 2n) 反応の断面積を求めるとともに，上記核種

の中の一部については， 1 3. 5 ~1  4. 8 MeV 中性子による (n, 2 n) 反応の励起関数を求めた．

2. 実験法：中性子発生は，三重水素クーゲットを加速重陽子 (1 0 0~1 8 0 KV) で衝撃しておこなった．

照射試料は妨害核反応の少い化学形でかつ高純度物質をえらび，その約 1 9 をポリエチレンカプセルにいれ，

重陽子ピーム方向に対して 4 5ｰ'9 0°' および 1 3 5ー で三重水素クーゲットの中心より，それぞれ距離 4 CII 

の位置においた．

中性子モニクリングは，プラスチックシンチレークー（スチレン系）と三重水素クーゲット冷却水におけ

るも（ n,P) 喰(7. 3 5 秒）の G.M．計数を利用し重陽子ピームの収倣状態を変化させることによって照射中

その中性子線束密度を士 5 ％以内匠維持した．

試料照射位置における中性子線束密度の測定は，重隔子ピーム方向に対する同角度の円周上に照射試料と

その左右に銅 (3 0 分以内照射の場合）またはテフロン (3 0 分以上の照射の場合）をおき，それぞれ生成

する究u(9.73 分）および ”F (1 1 2 分）の陽電子消滅ガソマ線を測定してその平均値から試料照射位

懺における中性子線束密度を求めた．

試料の照射時間は，目的生成核種の半減期の 1 ~2 倍程度にした．

生成核種の放射能の測定は， 1,(X 211 井戸型 NaI ジンチレークーを T.M.c. 2 5 6 区分波高分析器に接

続しておこなった。また生成放射能の絶対測定は陽電子壊変核種の場合は 22Na, 157咋a の場合は 157CS 梗淮

線源を，その他の場合は上記ジンチレークーのそれぞれのエネルギーにおける計数効率を実測して求め．そ

の関係曲線を利用しておこなった．

5 結果：以上のようにして 1 4. 1 MeV 中性子による種々の核種における (n, 2 n) 反応の断面積が第 1

表に示すようにえられた．また ”F.“ZIl • "7Ag．函Ba, 140ce および叫r についてえられた 1 3. 5~  

1 4. 8 MeV 中性子による (n, 2n) 反応の励起関数を第 1 図に示した．
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IB 2 14MeV 麟｝による曲（e （鯰nf唸麟斯印『K7il て

訊献理 。印設辻沼諷嘉心瑾祁具椎

14 MeV 叩琵によ 5 諸種元素 0 幻拭強度を求‘n 5 liiff究中，セリウムに半滋期 55伽故
射性核釦顕着fi疇‘〗\‘認められた。これは 14oCe （礼， 2nl13q"'Ce 反廂 K よると思、われる。

1、Ox IO\，ぷ sc:c1 d)卓卜生令史で 10 介簡中牲3 照射レたtさ， そ 0 放射骰住．戎残痩は阻射直快y:
お‘H 1.. 1q80 cp111 per 1gr eb1ent〔井ヤ型 N11.l ジン 4 レーダー (1炉 2',9 炉 1 がi'II叫il K よる全が1 ヽ／

て一緑測虎ぅ幻7...`n ，た。沢口叫約這前面積 n 箪出に関する四駿純戻苫戟皆す~ 0 

i),sq"'Ce (I.T., 0,74MeV) I)計数効率

157Cs ― 137"'因恥 4 冗ガ‘1 スプ日ー計敷法 k ぶる絶対逝1定法fふらびに使記n 迅浬放射代学介
龍法にJ I) 後甘< 157"恥（2.6111.,IJ., 0.662 MeV) を用y)て痣1定した井ク翌 NllI ，，ン 4 レーダー Kl
る計数棉恥23、30%) I)値よリ｀ 13q"[e()計船請屯 21.8 %で h 5 四鰈口そ。
ii J 140 Ce In, 2n l15q111 Ce d1 反廊飾面柑

上記n 誇デ'- 9 —釦和）て箪出した反釦麟釦 3叩30 'lll bであった。fふわ‘姐射k 即た
r.p性う1.か 1レギーは 14, qMeV 7: ある。

ii )157(s-137m恥紅 IJ 137 .. 政飢迅速放射化学介離法

1· うスブ 4 ルダー (NO.5J 10,5"が40,0.,.,) 内しく硲酸l\'1) ウム光澱（邸04 r して 235111直勘，
屹 0 上登紅 0,1M 柊酸1J I) 痰 1.5 1111 tする。吃れに 137(s 11<..斎液o．は（ O.2rC) E 加え，よ人訳＼き
なせた〇ち吸弓lうヤ退する。：：： 0 影·ラス 14 ルダーj: I) う杓梗帆＇出似ぽ： tきよ＇），出終る

J 1..ヽ． n 時間乞計町る。（~ d)詩間乞 Tl する。）出隻た節間 s 1) *:::. 0 ストップ°りィッ今
t又ダートざす。（｛杖 K よる計怜を丁1とする。）そして 0,1N 修殿n,) 液 3111.R t 7咆部に加1
て沈澱直凝す 5 。光源使直ちにり••ラスブ 1 ルダーt iなかレ、そ〇放射能t月ヤ型 Nnl シン
4 レーダーにて全冗てー線湧1吏し，そ防廊衰も追肱レ I T1=0 詩(J 137層Ba I)枚射低内＇よい‘
放射代浮 b滋度店戒｀»る。屡験結果）こ；幻お T→15~20sec1 年灼 17.q sec) で• h り， T1=0 o tき
d) 137油滋射鱈h澤笈は叩5% k〈上（·ゎ，た。ねお`屹(/)狛釦藷 1;J:平均的．03 災であ）た。
fi h‘T乞0 叡砂 5'”l!1B0.量が”(s ［放射乎翻＜わう足I) '51"氏骨 I芍対するtt年 1む知）よう

K して択» fこ。
幻帥〇ぼ7Cs 量： N: = N:s(1ー等） ｀・・・・・ ・ {1l 

Nふ輿瞼k 印) r~ 137Cs 量J
t :沖退印 n 府間（ sec),

v ：守遇速度（1'IL/sec)

v ：ザ過折1 か齊戎量（叫）
守過印{) 137"']3ii.量：

崇＝ N~ 入Cs • o,q2 -N:ふ.. • • • ｷ • f2) 

饂 1”(s0 懐灸輝， 心＇3T.,BA d'J漿変定数

(1)紛を(2} 秀 k 代入し ,l2}対包精介し I N訊·知o,q2= Nい血は 51劇牛包 1V入し竪理すれば、次
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m＼｀えられる。
t 

侶峠•に(1-eやT) ...,..・・ 13)

iv) そ〇ほか n 核反裔I醤面外K ブ~,て
158Ba(ngn)157mBa: 157Bll.（化礼')137"氏反扁\o 寄与も熟視す沢/-;f/ 504 :t 25 袖

81Rb(n加）託™Qb : 13忘叩艇1J穿なり，96..Rb(1,0笥ノ 1.T”o,56Mev) t!J計敬効李屯捲釦し，ゼ

い鼓直（25%) より 1 旅反応＼前面積 240 士50 油択算糾ざれた。
qoみ(n,2n1M"Zy :"函碕鱈卑より，吃嶋 LT．凡3%, 0,588 HeV) tfl言ャ敬効紅，推定

レ，そか捲史値(22%) より｝旅反応肋面積qo士30mb 洲｀箪出された。
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18 3 デ 1レ 1\.1{J)速牝幻照射による短寿命核種の分侶と瑾範、

眈洞子力研究所
秒＇オアイソド）＇研筋·荷 o 鈴木佳枝 村l:..葱紀雄

デ Iレ 1レを 9 ーゲ、｀／卜として速¢) II•生子を照射す 3 2 いにおミる核反応 I; ('Yl• P), ('i1・必

),(n.d.)辰応かおこリ('\'l•2 'Yl) ~ (')'1,.'r)疇• E どもおこる．ごれらの反応 1-:. ふリ

Sn, Sb のいく 7 かの放射性枝控ができるが：れらの中に 11 Se a b o r gの表で D りラ

スに属するものが多くあり、すだうわめて研兒の余地か'•大きレJ。そこで、 Te に速中娃： 3-をあ

て ("{\.·P) (n.cL) りと‘'(})辰応で•生成 L 1-: Sb, sれの分畠をお:ない これらを確拉す

ると共勺釦反応絣酌糧の紅I\紅麟 L 匡付II 八 1本 宮 b I q ｷ 0 土 o.2 ~, I 2ｷ 5 !.. o. 2. 

何，唸b q 3・牛土 I• 7 h, J '3ｷ ~ 1 土 0, o 7 何， 128ふ I o, I 土 Oｷ.2. "'""'I 'ilｷ q土 0, 2.h,.

1 12~sb 4・ 24 :t. o. t o h 9 B•sb 3 7 土 3 心 ふ D i. l•S ,ww,,,(/)如くてある。咬 b

を；知）方法にぶi)令斜確誌どー、：：ろみた。

邊寿命と推良文れ ~I~ 訴をだい租旬に与麿する方法 1：：つき力 6 回放射化労言t誼会において

検討し E峠県を脊農 L E ::‘｀とく 却殷吃．落楳加足法などの中で‘ジイソフ° 0 ピiしェー〒Jレ
による古i恥I,Te より Sb(/) な悔にすぐれている―～とか”トレーサー宅蕨の結果わかつ在． しか

l 雫問遷肛しだ試料 I、̂つき抽坐，今鹿さあ‘：弁吋仁ところ、：：：： 0\方法でばし回の痴出

て｀‘o、 I °I゜｛誌‘炉＼予厄/]) }記入のある：：とかわかり．この秤去· h鳴·専である。ゼつ、で 3ぶ2,Te-t4-
, S;3 (})1 ＼〇ゲ‘ン錯塩芝牛I) 囮する村法を検討し住。抽出増親として．八‘ンに‘‘ン．ワロ D ホ

＼レム，即塩化差表さ同り ど‘のように移行するかt諭八．．に。その緒屎 S-n rtヨウ煮誌堪 L

していずれの落煤 Iミl> q 5 い(...I:.抽出文れ 3 が 他0) /¥ [)ゲ‘ン籍塩についてば土\ i O の注
氾埠であっ花 o 蓉f. Sb, Te （古 ll ずれの/\ Q'r"ン錯塩（一、ついてじ拍出 3 れなかった。したか｀

つて訊＼；； ＜令瞼される方法とはなるが， Sb と Te(/) 今腐(JJ目 o悼見されなかう在〇

そこで府檄層中（て｝艮入する FLし Iしき耕‘ヽく目的で· ；笑の方浅ど拭み仁。

ジイソ 7° I'.)ヒ° lレエーテ）し層芝 I N, N 出 o H て‘•Sb を進柑池したのち｀水層セ硫餃腿・活
乙してガ澤澤威で‘花を通元 L. P 邊する。この方法 1：：ざると厄を完全に院（ことはて｀さる

が． Sb の一評も哀中に混入ず 3. そ(7)量はあ‘8 そ l o ~I  I ゜／•程度で、あ 3 。仔ーゲットと

して＼本二駿化デ lし／しの粉末ど用 I 直点t全ぅ照財後，二れに詠， Sb のキャリヤー E 加えた

•y量の王水にと h'L, I手と人．ど乾固ぢかくし． 7、 2 N H cQにして ジ‘A‘) アロt° lしエー

"f lして＂抽出して．上述のこ｀‘と〈処理する。

達中i•生弓漁として 1本 Te>< a. s N u. c .Q. ea ャ社製点I'全子発生装屋（ I o d k e v, 

中1\、年｝束限度的 l 0 り'Yl/祉／皿）1:'..JR, R-I O'J梵迭管にてカドミ＝ウム箔（贋さ 0 、 5 mr. 

）を用い速中性3- (6XID’゜れ／吋／邸）をがI If)し E 。

弓ーゲ、‘J ¥-1こ（すqq.qqq 1 外o (/)子）Vlレ粕卑7- Iす:::.れよりつくった：：：国象化 71しiレを吊 vi ［ヘ

照射睛向 l"& I 5~3 0 分向を印いてお‘こなしJ.きず難．舟命~の Sb 、 Snの合檎をこへ、ろみ合，
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滋翁について（す校分艮生戒約として介腐ざれたものについての報告がある。しかし信親

度＼す Seabor g(7)表で｀ I下 D グラスであり．向題の多いごとがうかがえる。 しかし．そ

の記載によれば 0, 3 l 4, 0 ｷ7 4 0 ノ o-76,o,qJ M.iv{7) r 線がある•これらの中
で厄や他の生成松種（ミ妹轡 I れないものとして 0,314Mev 包えらび‘ これを 2 5 6 ナ

V ン芥 Iレ ）ヽ° l しス／＼イトアtライず＇ーに:s. 1) おいかけたと：ろ、<1 .8 分， 16 分の半演期

包え E ．｀ーれは唸bの文煕値 1 0̀ 3, I O J 1 0 、 7 爪などと一『女する。しかし Se aｭ
b o r g(J)衷では．このi手かに枝璽ヽl生体とみられる（し h‘ し．その記敢‘はなりが） 1 、 6 h 

, q, 7 h の午潟‘期(f)’唸繹‘のつている。そ：でこの渓I\ 良を：：ミろみたか‘｀みつからなかつ杞

すなわぢ．浅ll 発向t鱈，t冬女令たぢ．翅舟命(J) I O 1Yl.の核権が蒻くなつてがう渓I\ 足をここ

ろ衿たが長寿命(j)'窃 Sb(}) 生成 1す喧認で芝たかった。あ｀屹らくけじめのアワディウ｀’イディが弱く

この長寿命のも(/)か肴も浪行き存か'たも(/)と角文られ免

なお同じぶうに n"Te から生成が推租文れる nosb (q、 Im~ IO m.,と 3 3 仇，牛 O 仇）

であるか”．これ 1す Se a b o r gの表に 11'枕射線の託む｀が全くなく瑳認、のしようが｀なり。

そ：て｀• Sb のフぅワションにうき．さらに、、れらの点につき検討もっづ｀けている。

Uム



I 8 4 ジ'1レコニウムの逗中性子照身による（冗， P) (17..d-)反応の核反応
断面積のう剰定

冑げ、尼嘉修fff ゜ー 1国彬約子 柑J:..悠純雄

fH (d..た）調反応 I< よる 14- MeV の中性子を 1利いツ｀）レコニウムターケ＇’.7)- に猥射すると

き、 下表の如き生成物ぶ角えられる。照射詩間を梗々ーかえて (10 分～ 60分）生成物を親餐

し崩壊曲線tつくるとさこれらの中て‘下線を 1忠℃｀:.した核種のて｀｀さるこ℃がわかった。：：：：

れらの中に 1;! 半演梱や放射糸泉の性賃のあきらかでないものが S四必れヶの表に種々みられる。

またこれらの（た，p) I (n, c}.)反応の核反応断面積の測定値もない。 (n, r/..), 

iた 1名 (n J p孔）反応 9こついて 1ま勿誨測定 1直六ない。 冷こでこれらの点を絹らかにする

目的で本研究を Iiじめた。 この線に沿い第 6 l目放射化湮討論会におりてジ Iレコニ Iラムター

ゲ‘ヽゾトよ ')Sr, Y の放射化学的分離法を種々に検討して発表 L た。 また 13 本牝浮会算 16 年

会におりて 93Sr, WSr を分離 L ` その半滅斯を求めたものを発表した。こ 4（らの結果にもと

l¥ 

シ‘`
1レ

コ
二

、う

ム

社の／4MeVによる枝反応吐成珈 っ‘‘さつぎのような方法によ; Sr と Y

生威絃種 （四 1つ） （九r:f.)
賃量数存在比炉 y Sr 

90 5/̀ 4 笠臼3孔 紅2.80/,,
9/ //,3 免 58ー d. 狩 守定

?2 I '1、// 竺 3.6孔腔 54 必

勉 /7.40 包 l't m.. 立 9.67ん
% 2, go % ? . 竺(7.4-m)

(n, d.) 

Y 
舒 宇定
包 64. 3礼

旦 58必
旦 /I 礼

-劣 IQ5m.. 

を分離した。

ター'T、‘，、）卜どして 1-;I:短寿命のもの

の埓合 1す風乾 L たシ'1(,.. '.1 =-、ラム水酸

牝杓の紛末を， また長毒命の滉合 Ii

シ 1レコニ，ラムシートをクーケ｀．．l 卜と

して用いた。 一定時間照肴後フ、ッイI:'..

水素酸 4 M 'C碕酸 2M のシ昆合瀦液1-:::

とかし、ズトロンみウム，イ、ゾト）、ラム＂キャリ了一"(~(臼（ 20 吟，／0笏tを加える。濤解

技生成した和殿を退就， 立殿を I NｷH FI：：て洸浄後退うたし、 これをホ、ラ酸飽和魯夜 3 戒，

硝蔵 2 m}ITJ湿昆合魂凌 1-::. て港解する。つヽ 9 て＂米冷した発火要硝醸濤液 25況に加え氷浴中 I~ て

撹拌しつつぅむ澱をつくる。これを遥吃 l. 少景のう器渇 1-:::‘しがして新 L 、、 G N アンモニア凄液

にて紅殿をつく＇）生成した琳竺殿を退ぺ｀分離する．J:_澄登液を浮遥 L て戻蒻iアンモン 6 N 遼液

にて Sr C03 をお'C L て吸引',f過 L て 7 Iレコー 1レ， アセトンで‘ぅ知争する。穀燥後ガ＇スフ 1コー

比倒計数管マ＇隠’l 定した。所薄時間は 6 ~ 8 ／かて｀ ＼目奴幸 1-;/ 72~73 点であフた。gた硝酸ズト

1コンチ、ラムの生既‘に特間をかサた場合／ 3 分車した X さは約舒佐であフた。

イット＇）ウムを分離する喝合 l'<lターケ万卜よ）えたフ、．l ィヒ物をポ、う酸，裔紅酸溶解後新し

、、 6 N アンモニア溶液 1-::: て 9彪殿をつく＇）退訊し、 これを 0. 05N 塩酸て‘＇とかし溶液 1-::: シュ＇ラ

酸飩和堵液を加えてシュウ爾笈イット＇）ウムのう虎澱をつく）． 吸引う戸号］する。所幸時間 I す IO

~J I 分， 1§:1収幸ぱ 64-~ `75濯てあフた。

与、国 1す唸（ n, r:f.) 93Sr についてます核反応新面樟の削足を試｀みた。 中性子モニターと

してば匹~ (n,, P),-. Mn 1-::. l る 56加（半渦灌月 2,5'76 碕罰＼を1flいた。妹ターケ｀＇、、；卜と L
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7 I~ 似． E臼＆八c砂， C呼・の如t'i<Yn辺心乙がf以 (0,/3/3~ 0 、 /303 ~)を

用いた。測足は別 1-:: 効率を測定したG- -M 計敦装置にと＇）行存った（効率 I L/-. 2 必）。照射

碕間，;i /0~ /5 分間／ iた別に 1 時間位あ‘こ歴、‘...t.言tの方呟 1-;: よ ')Si,-フラクションを分離 L

在。こ 4L らの嶺壊頂線を追踪 L た℃ころ瓦 Y などの混入 Iよみ\:'.めら 4しなかった。

これうの中にはりlsr, 93 Sr,,'7況＄け＼‘みら 4( た. <r3 Sr 1 ：：つりては日本化挙会第 16 年会にの

ベ＇た如＜ギ演将］は ’7幻t \:'.'知 1 足さ A した。 これ l;i伊桐頃して 93 yに存るので'93 社（九 r/.,) 13y 
の枯反応断面積を測定するため 1-:: もます｀知られて、＼7i 1t ~l lずほら存い。ため 1:: 茅，着今 l<

湧＇）定を行存ったものであ弓。 そこて“これを17J，雛後子の前頃曲線を 11’’ ーネイ 7° ロットによ＇）

解析した場合の二、三の例 Iすすて＇に発表したガゞ次の如くである。

実験綽果が列 (/5 分照、射） これらよ') 1 す氾＄r の I牛 M€V の中 1f生手によ 5 核
^ ···ュ

実験番号 切切Sr

z ー 12 60..2叩孔

` Z -l4 52.6 

gー／6 /0ー{ 

'1/ 5r 

2 °t,6物

~o.o 
62.5 

”Sr 

/62.7~芦

237 

238 

反応呼面積は 5,8 叫を得た。なおこの際屯I生手束

窟度 11 G X /0 伍／虚2/.,(/eC.ノ胆、射時間 15 姐 lg奴率

は約舒ぷ，後方散乱幸 1 ;i/、 39) 自己吸知精正 I~

！、 0, 計数効卑 Iず 37、 2 界であった。

さらに（7'l,d-)反応による 993r 1 お↓‘ひ" (n  / P) 反応 1:: よる'(の核反応刹面禾度t報

皆する予定て“ある。

64 



I 8 5 C。”？反応疇ガ起函欧つ測定（複合抜 Ni‘゜の品羹）

* 
東大投研• 9反六瑶

** 
九大工こ

古 I I I 路各咀・久米三四が・小｝91 貫山＊•松尾柘＊＊

1. 枯反応檄稽弩哨の大めの手絞:If I て残留核の放身す弁",J定によ 3 符＇思舷千核反応、の励起

函数の灌｝定 Iな大きな煮昧をるって、> 3 。特 I二，投合校様型のよ産 1全を椋おする I二／＃，一つ

の校令核を巽った核反庶ゼ｀形点さ七ノそ水そ＂中パ位、す 3 励起五ん欠衣..tI:転するような実．絃

締栗を坂クく得る必要があ 3 。今回 Iよ Co”° 戸反応、の痴起函数を st←cke4 f。,: L 如伍·?“e.

て｀‘測定I.. t=..結果を振告する。これらの届起函数 1：：ついて 1印虹 1 二 D i心mon4 ら によって報告

されて、↓ 3 が＇）移輝の＝‘‘¥ < 1> -<っ才ヽの重要な呉ぞ｀庭閃があフた。なお、今 I司如定 l た灰左、

ii!#:次のグつて‘｀あ;J. {(I', 3 n..) N忍（fノ五）心竺炉”.J Co竺くり在）とう
”注） C。‘‘，， 炉，3,Pれ）知色 (/9 メfっ）”:｛｝ また I司峙 I::: C。 ”%Pた）知店、つ醗の
、3元と Co.,..『の生叙｀量の必召巧）を浅心 L た。

2. 翌射 I＃核締 I、d cm シン／ロ・プイクロトロンの exオer”＜とん、れて＂イテカヤ'>-.約湘ヂ

数の;'J,I定には厄ra.今ジ弓クを所、9 た。クーゲットi!: l て 1よ叫ぇsが必“シ和窃が含尻

コパ‘ルト玄雌 1二泣縮した桂：ノホウ磁を含在店雌コパ｀Jレト灌表から s t-zi以むs sすee｛嬬上、二屯

着l.-ノ牽羞終了牧約、華、たそのを使Jj/とた。入射却チのヱネルギーは AL"' 吸収板を印りて

変ィとさもた。

烹和終ァ后 クーケット~ Hl'l/ 03 に苓紺 L 戌イオン交渓街版によって Nら M..,_ノ Co, F< 

の 4 元素 1二介、翠 l た。（伍体の添加 1ょ全怨右わなかっ大。）

放射縦測定 Iょ下訟の近，）＇二府＞た。

抜経 祁対す澤1 定 紅芭女寸！剰定

Mゴ‘ 殴keY ?'絃を 9和‘¢x 2口心ェを m 、, M”5チぞ案辛緯源ヽニよって祈恥対手を船iE

て燭J定

珈紆 糾oker,椋衣 I卑¢x 2‘' 井分 心I.#} 型N立に対す 5 84o keV す紐の Pん。t。

を 1司、，て測定

Co タヽ＊ ＞ユ MeV グ線を Iふ，，¢ x 2‘’ バ4 工を I司、，

C。
57* 

て測定

/22ke-V o 系卑在 lょ‘’¢x z，，井戸努心 1

を 1可．，て沼IJ）ぎ

タg*** 999  

Co g/0 keV y多阜を｀／千¢ x z‘'N41 を If/•'

て浚J定

戸a.A: a ff,ヽ←ヽ｀‘勺グを o. 0 ~、5 こプ 3 。
メ出

J-1/-.rll I可芍サ叙法によって Na”様半紘源

と以：東交

/2;2..KeV 7緯の＃ノ程'N41 に対す 5 Pん。t。

戸ak e年｀夕’eれラを og夕どする。

Mど54標乎紐源て布数茨炉手を取正

* Ni丹凡'.tT 、二ついて 1よそみ足＇水今ナう C。夕7 に茄遠士七てから凌1咤 L プニ。

心と予<!5 !'II ーゲ后峙材叙法せ｀紐対-;'!@•)定を行った。

*u Co錢ス。夕9 左平lJt> ;j I こ I ;J: 9/o ke r ン佐の年°“zん ~,;f•J呵 L た。
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3. 得られた励起丞数のうち主なモの乏矛 1 回に示 L 矛 3 図 c。先勺炉？） Coょ9 の

た。 （匈碕に破緯てばか',z,.._。れ乙らの紅果芝示し力。

％だ？）反応 Iこついて,;t藩しし‘: [ \,、玄示 L てヽ＞ 3 

。）矛 2 回 1二は様紬を棺合根の励卑ヱネルキ＇’- l.::. とっ

isa,.,、が c cross Sec土ム90ヵャa t-'b

3.0, 
XX  

て Coタタの／反店、ど Fe‘‘ の 4 反応を丘毎とした。 ：：の比荻 o:-"Y I x 
ぇ xx道、てはJネ笈合該様型て｀：かな，Jよく紋明~::).:考 £。[ x x x x xxx x 

えられ 3 。矛 3 函 I二 1よ C。ヽf(r9だ？）今グ反応の 9荼の

、's゜，，， eric crass 5ec乙0，， 衣？ど乙とを示、た。 ：：ふ 1よ以的

／二報告す地た知び必t.vS ら，，，茶苔果つ＄丸度之せら 1 二 I句上

士七） ｀怨射アネ Iレ＊＇・すか忍ヽヽ舒域＇、ユぢ Iナ 3 票常，f生を確

訟 l たも0)て万ち 3 。

1.0 

/0 20 30 知

｛今）、a.• {MeV). 
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I B 6 ヵドミウムと陽子およぴ重陽子との反応iJル励起 OO 飲

阪大理、

唸這、キ名大工賃畠岱塁晶 0 久米三四郎、三 1鋲安 枝、岡村日出夫、音在t,1 糾、辻野性三！寒竹嘉彦廿、加 I釦敏郎f五j媒 博井

(1) これまで＇の経過 われわれはさきに Ag+cx;反応について放射化学的な方法で励起

関数を測定し、核反応の統計論による計算と比較した1) 。計箕に当つて、粒子放出の逆過

程の捕獲断面積として、光学模型にもとづいた拡散ボテンシアルを用いて計鉢された値念

また核の準位密度をあらわす式として勾＝con.st•心?〔2{a(E-6)}易）をそれぞれ採用し、夫験で

得られた励起関数をよく説明することができた。たゞこの際、準位密度式中のパラメーク

- a は、核をフエルミ気体として扱う理論から予想される億fA/10}よりかなり小さい値（如evう

をとる必要があつた。銀その他若干の核について、中性子の散乱の実験結果に反して、励

起関数や陽子散乱の実験で、このような小さな a の値が得られることは、われわれ以前に

も示されていた。そして充分な論証ぬきで、非複合核過程の寄与のためであろうと片付け

られていた。われわれのAg+cx;反応についての結果は、このような推論の根拠はなく、複

合核過程と矛盾することなく a の小さい値を説明しなければならないことを示したq一方

a はどうせパラメークーなのだからその値を艤論するのは意味がない。計算と実験が一致

するなら統計論が適用できるとしてい、のでないかという見解もある。われわれは、この

意見 とは反対に、もし a が理論値より小さいことが確かなら、それに対応した物理的な解

釈が必要であり、その解明の上に、統計論による励起関数のより確宍な予想も可能になる

と考えている。

(2) この研究の目的 複合核過程と a が小さいということとは矛盾しないのではない

かということを、更に実験的に確めることを目的にし、 Ghoshal 2) が提案した、複台核を
竺）

同じくする反応を比較するという方法によつて本研究を行った c 一方、最近 Grover し：こよ

つて、粒子放出過程における角迎動拉および光紐子の競争放出の影密を考艇すれば、複合

核過程と矛盾なく小さい a のイ直を説明できるという提案が行われている 3 複合核を同ーツく

：、： : : ：勺三： ：口：こ力：こ：イのて：提ノ案る反を角［口三 I杉:::、1 百砥旦乞柔；芸：I 1毘丘巨翌哀岳宕も
位の影密による励起 oo 数のス｀レについても検討

を試みた。 I 1121n 
(3) 実験 右表に示した Cd+P および Cd+

d 反応について励起関数を求めた。 Cdのクーゲ

ットとして、天然組成以外に、 4 種類の S I 、

lE  Cd (?0％炉1ここ Cd(9凛 ）、 112Cd(83%) 、 113Cd(91%)、を

用いた。シアン化物溶液から Al 箔上に屯普し、

67 

113J:n 

lllcd(p,n)lll1n 

lllcd(p,2n)ll01n 
llOcd(p.,n)lll1n 

ll2cd(p,n)112rn, 

1.llcd{むn)112rn

112ed(p,2n)111rn 1 
lllcd(d,2n)lllrn ! 

111cd(d，ぅn)110rn

109 Ag(a,n)112rn 

109Ag(a,2n)lllrn / 
l 

109A~，ぅn ） 110In | 



はく離して約 3mg/c品の Cd箔を得、エネルギー減衰用の Al箔とつみ重ねてクーゲットとしたぐ

原子核研究所の F F サイクロからの陽子(15MeV) および誼陽子(201'leV) ビームで衝撃した c 断

面積を求めるための、化学分離法、放射能測定法および各核種の特性デークーは、いづれ

も Ag+a 反応の場合とほとんど同じものを採用した c

(4)複合核を同じくする Ag+a 反応との比較 入射粒子が変れば複合核生成断面禎も

呉るので、励起関数そのま、の比較は、あまり意味がなく、あるタイプの反応との比につ

いて比較する必要がある。こヽでは全反応断面根中で各反応が占める割合、分岐殷を比較

した。たゞし全反応断面積として実験で求めた各断面積の和を採用した。左図に、各複合

ll2叫

冤
替
え
℃
＾

エ
で
．
／
．
I

．16 
20 

>

磁

. 
11 ~- -- 16 —20 

複合叔の「力起エネルギー (MeV}

.• l'’ 

113へI孔

(P,~!L) 

悶

\ 

25 

励
対
異
を
し
に

の
に
の
度
卜
図

そ
i
子
岐
ツ
の

、
ギ
粒
分
口
こ

に
ル
射
の
。
フ
・

と
ネ
入
応
に
る

ご
工
て
反
も
あ

核
起
し
る
と
て

[

-

.

.

.

 

·.•· 

ぉ
示された結果、な

いしは計媒との比

較から以下の結論を引き出すことができる。①各入射粒子に対する分岐度は実験誤差の範

囲内で一致しており、いづれも複合核過程によるものであることを示している。一よ又図中の

実線が示す a=3Mevー1 を用いた統計論の計算個との比較から、小さい a の館と複合核過程が

矛盾していないことも示されている。⑧ Groverの提案にもとづいた計算では、 P 反応の分

岐度は実験値よりかなり大きな値となり、 P とa.とでは予期されるほど運動識の影響の差

は大きくないことが示され、この種の説明の再検討が必要となつだ。⑥重イオン反応で冠

が試みた角運動量を考胞した励起関数の計算 4) を 、 P 反応について行つたが、両者の間

にズレは見られないという、実験と一致した結果を得た。④核の廻転エネルギーだけ励起

エネルギーから差引くという方法が Porilel ら 5) によつて試みられているが、われわれの場

合はその値は高々 lMeV 以下であり、実験誤差内に入り妥当性の検討はできなかつた。

1)S.Fuku8hima,s.Hayashi ,S.k四e,H,Okamura,K,Otozai ,K,S吐amoto and Y,Yoshiza碑，
Nuclear P埒sica 位（196ぅ）275, ibid. (to be published) 
2)&,N,Ghoshal, P切s.Rev. 基（ 19ク）9ぅ9
う）J ;R,Grover,Phys.Rev・早(1961)267, ibid．卑（1962)2142
4)T,Kammuri, Prog,Theor.P切s ． ~(1961)2う5
5)N.T.Porile,s．証皿ka,H.Amane,M.Furukawa,s.Iwata 血d M,Yagi, _Nuclear Physics, 
(to be published) 

いくつかの反応において

得た異性体生成断面積比に

ついて、簡単な sharp-

c.u.toH近似法による計算と

＇，比較を試みた。
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I B 7 Sm-I 4 8 の (P, x n) 反応の励起関数

日本原子力研究所

ー 実験の目的

などの崩壊のデータから知られる Sm- 1 4 8 

1 4 6 のレベル．スキムは Sm-I 4 8, 1 4 6 が中重核の偶一偶核で振動領域から回転領

域に移る．いわゆるトランジツヨン領域の核であること， Sm- I 4 6 においては中性子数

Eu-1 4 8 1 4 7 , 1 4 6 

0 天野 恕 物井 澄子

, 1 4 7, 

が N-82 の閉殻に近い核であること などからモデル検討の対象として興味を持たれて

いる。 これらの目的のために Sm-1 4 8 をターゲツトとして‘(p, X ll) 

Eu-1 4 8 などを製造し，原研

めの最適条件を求めるためと

目的で， Sm- 1 4 8 の

竹腰

反応によつて，

（英）氏等によつて測定が行なわれたが，製造のた

，核構造を探求する上で反応からの情報を得るための 2 つの

(p, X ll) 反応の励起関数を求めた。

2
 
実験方法

(1) 照射 ターゲツトとしては濃縮 Sm-1 4 8 の酸化物を 1 0 µのアルミニウム箔

上にアセトン懸濁液から沈降させて製作したものをスタックとして用いた。 プロトン照射

は東京大学原子核研究所の 1 6 O cm 

ビーム電流は平均して 0. 8 ｵ A で

サイクロトンの FM プロトンビームにより行なつた。

照射時間は 7 ~1  0 時間であつた。入射プロト

Rg l Eu-5m のう容畜食曲線
＄凪ヒ°-7 の計竿残： ｛（恥ヒ”"'位置）
ー(7')ーボ‘1).:Lム）｝ xK伍／kaEしー (7リー木·，に4)

cnn 

゜E"-61 1::ーク

S
e
o
4
0
0

珈
凶

I
o
o

蕩
勾
液
り
力
｀
ワ
ン
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敗

計算 I•よる
和1 0)I:°-J
r、

1 、
I 、

I \』
1 、

I ¥ 
I 、
I ¥ 
I ¥ 
I ¥ 
I I ; ¥ 
I I 

I ¥ 

ンエネルギーは 5 5MeVで．各々のターゲット

位置でのプロト、ノエネルギーを監視するために

Coの箔を適当な位置に挿入し， Co- 5 9 の(p.

P n)反応で生成する Co- 5 8 の励起関数を求め

既知の励起関数と比べて．各位置でのプロトソ

ェ・ネルギーを較正した。

(2) 化学分離 照射を終つたターゲットは濃

硝酸で処理し Sm203 だけを溶かしてアルミニ

ウム箔から分離した。溶液に再蒸溜塩酸を加え

て数回蒸発乾固して塩酸塩に変えた後， Eu

の分離を陽イオ、ノ変換樹脂（ダイヤイズ

，カラム径 8 mm, 

Sm 

と

SK 版 1 ,,fl, 1 0 0~2 0 0 

長さ 4 0 O mm, アンモニウム型）

キツーイソ酪酸を用いて行なった。溶離液の組

成は 1M の・アンモニウム塩との混合比が 8 : 1 

ないしは 3. 5 : 1 のものを用いた。おのおののターゲツトごとに溶離曲線を求め， Kd 値か

ら Eu と Smの分離の精度を確認した (Fig .I 参照）。溶離液の Eu のフラクi/ヨンは更に陽

3) 
100 200 300 

ぅ塔離液者積（叫）
4“} 

で a ーヒドロ
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ロ

イオ、ノ交換樹脂柱により濃縮精製し，内

部転換電子測定のための試料を作製した

560Kev-K (3) 測定 Eu -1 4 8 については

ID口t：王u:：お：ど］］：
の r 線の内部転換電子を測定した。これ

ら測定の一例は Fig, 2 に示したごとくで

「一fi i if ll 1,8 ある。 Eu- 1 4 6 については I 線ピーク

届曲電戎（凧A) の測定を行なって相対値を求めた。絶対
）測定のためには Eu- 1 4 8 の全 r崩壊数

の測定， EC崩壊に伴つて放出される全 X 線の測定等の方法をとつた。

3 実験結果

得られた結果を Fig .3 に示した。図中の横軸にとつたプロトンエネルギーに関しては．

ターゲツトスタックを通過する際のストラグリングの誤差．プロトン入射エネルギーの不

確かさ，更にモニタとして用いた Co -5 9 の (P'P n) 反応励起関数に含まれる誤差など

があるので 5 5 MeV 附近で少なく見積つて 5~ fig 3 li!!Sm.(p,X¥'I,) 
7 ％，の誤差があるものと考えられる。また縦軸に

印

は反応断面積の絶対値をとるべきであるが，絶対

測定法として採用した全 X線の測定法などや， Eu 杓
-148,-147,-146 の崩壊図式にも不

確定の部分があるため，任意スケールで示した。~ 20 

相対的なものとして眺めれば， Sm- 1 4 8 の（p,息
n) 反応のピークは 1 6 MeVに(p, 2 n) 反応の 10 

ス 8
ピークは 2 3 MeV に，（p, 3 n) 反応のピークは

,•: 6 MeV にあることが知られた。 ヶ 6

I 4 

Iレ

2 

^

1

.

 

1
,
'
x
'
 

10 _ 20 3'0 
Ep (Mev) 

舶
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I B 8 核子結合の本質と核反応

理論科学研究所 小 田 切 瑞 穂

筆者はかね‘てから素粒子の変遷を或る種の化学的過程として考察し，原子分子の離台換散

が通常の化学過程である如く，素粒子間のそれを類似過程として取扱い得る事を示して・釆t.:o

例えば n + y土ゃ＋ e―なる過程は回巨l +厄l回＝回団＋困国と恰ら通常化学（）複分解反応の

如く示し得る＊）o 弦に回E]厄］序び回は夫々中性電子：）中性陽旱／）光子（在子）＊）及び熱子、抗在子）＊し

記号的に哀示したもので＇実は夫々 8 行 8 列 0) 因弁証法的行列であり，［］［］と 2 個づ上並記し

たのは益なる結合ではなく，上記の各行列を生ずる本源の潜態が先づ重畳し，其より現象化し

た場合に得られる 1 6 行 1 6 列の行列に於て 2 種潜態間の相互干渉によつて生ずる行列要

素即ち右上及び左下の各 4 分 1 小行列を省略して象徴的に表示したもので，実は結合は潜態

%~>:•"> ·">ぶ＞hゃ：●9•>"‘>·m>’R99>L>9心＞凡＞9糾＞ば心凡，＞ lん＞

＜叫・’"a 39 匂吋咄 99 91'i99 h i3 h j: f: f3 h: 
<”'9,.,.,.,.9 吋内•."| i3 i3 k 「9 「: r: i: h 
＜叫内＂3 呪；，9 n,.,." ¥99, 92 99 99 は n I9 99: h 

＜ル 1 吹芯 b, ＂＇｀：芯咬 99:| f: h K 面i：: i9 泊． h

＜叫•：：内咄 u：吟ヽ9.9 せ9 ，社社五 h t:「: 9: i: 
,..,、9 咄吹吟内吹•吹叫9 h 泊 h t: h h 面；；
: <”’ビ：吟＂：叱り9 吹吹サ：I t: i，泊 h i: ｢ i, h 
,...,戎立咄叱喝；9：: ;̀ "::’t: tと h t: h i，社
---------------

<R991 93 ii i3 9: I'’;: t: 1；：ヒ，：：屯 r:: 99 q u: 90 
<R^l 切i2 19 i1 i9 i:9 10 19'93 内口ぢ 99 屯口屯
く巳1 白i3 t: i9 1：沿i9 i;: |ぢ内屯口 E：ぢウ r:
<R.,I t: r: t: 1: i; i5 i；り：，，9,：屯¢ ¢屯 c:: こ9

叫，：： i; t: t: •:: i3 t: i:: | r::. 9: t:,: 9：．屯屯 9:
＜凡．，t:閲；2 t:', i,: ;9,"’’ i t：屯t： ,9 内内力

四；; :; :; :;は 1:,: i,'|'"'9 ｢: t:: ¢内屯t::
、:R、,I t;,; ;; t9 『:', i99‘’’C9,:; c; r9,t,: #’’ 

Fig. I 則的に質最の減少を伴う事である。
Schematic matrix representing 
characteristics of neutron 

間の相互干渉即ち省略した部分に却つて依存しているのである。 Fig, r, Fi g,JI, F ig．直 及び

Fig, N ti:夫々中性子中性徴子陽子及 ＇へ＞9 ヽ">lヽ＂氾＞心心＇ヽ心9999> 」•→9•">9へ＞ 9●”>屈＞・_’'>':·ヽ'‘>, -----
<“’口ね 92 ¢な口石 m,99,93,. 999 9｢,99 999,t 
ぐ＂＇ロロロ 99 点口ぶ口怜"',i: "'-~,;',,,, 

ァ｝陰電子の特性行列の図式的表示を<“'¢ごごロロロし？口心泊，0 ;c i9 ，；＇：心；9
ぐ·,9 ごヰ E9 9：ば 9: ぢ叩： i：,","白i:: ;,: i, 

＜“'な公¢ ¢：なば 9：点 1 元：，，，；白,,:；；： ;¢ ;9: i:’ 
ぐ"l 点ヰとなななば点 I~~~ ，•： ;;: a,:記，；，
<9● l 点点ヰ¢ t：戊なt: 1 元： ;;,,o,; 9 t: i:: i; ;9 

さて原子核は夫々相当数の核子のく‘“'¢ t4 29 ｢ 9：砧¢ ＃ 1 泊；t池，；，，；，,-"'-.':.'~---ｷ---ｷ--------
<•4, q,q 993,0,¢,"'’a ，で 1 心な心¢呪 09 叫"'

結合によつて構成せられているとす＜ー＇’,'，92,• 心 ','’'a,',"'I 吹心心心呪吋呪¢
<“'’q,t，口，99,9,', 999,t，心心心心，9 心叫吹

く←9 99: 999 992,0,99 999,99,q I 心，ぢ吹 9ぢ叫咄，999 叫

るのが従来の考え方であるが此結合
9 <”'9 9¢,99 ，も，9：,Q fA 9¢,’’’,' 咄吹¢,t'叫 9り，t

<•'•9 9と，99 ，と，心 9¢,t ,9,9 1 吹心心吹吹心呪叱

に際して見逃し得ぬ実事的特徴は原＜•999 9#,t ,92,t,¢,¢,¢,¢ば：吹吹内，，9 ヽ：，t内
<•,、9 99" "9,“"::,9:,¢,¢,¢ | u9,，；，な叱“：吹吹 9¢

Fig. II 
Schematic matrix representing 

筆者の理論に基けば素粒子例えば characteristics of neutrino 

掲げておいた。

炉，冗士及び冗゜中間子 A,工士及び工゜粒子等は皆結合によつて生ずる複合粒子であるが，此種の祓合

粒子は成分粒子等の質量の和より蓬かに大なる質量を有し且其際の結合様構を通じて計算

す。

行列の全積的結合でない事となな
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した値は夫々実測値とよし、一致を示 ． 999>9←>’9.>吟：9や＇ヽ＂＞9,ン9">]•99>,99>'••＞＇ぢ9.> ， 9．ン， 99> 9 ，氾＞
9,9、,I E: c: 9•: 99: r: c: 9: 99：全：ふ：ふ：，；9 ： i,: i•: i•: ;9', 

従，つて核構成に際する結合機構 <9,1 9:: E: 9: 9: C,,•: 9; E,1,;:: ;:: i：ふ：，；： ;: i:心，’
々•1 9:: 99 m,.9 s：な 9？';: l i::';,9,;.: i, ;9: i : i : ｷ;, 

は所謂素粒子の構成される時の結合
,,,、9 C 9.9：ぶ 9. ： t: 9'9・：ら； 1,;9: i:: i: ｢,;: ;,;': ; 9.: 

々‘',',’', 9: ':: 9:：む：な 9 ：以＇；：： i3 i．，如，；1 ，；, i: i : 
ぐ‘'9 9:: 9: 9’: t: 9: e: K 9: | i: i2 i、 ;u,;: i,; ;:. i: 

様構と原則的には一応異る筈である．くり: I~ む，：点'.; ~ ;,.";, 9.9., ;ｷ • 99, u,'’., ;, 
如¢ t, 9: 9: 9: ＃攻 9: •’9: t; 99’9..’ i: ;,9, K ;,: 
- - - - - -

即ち原子核の場合は核子を代表するが9 n:: n: u:: n．：叫叫叫"』:,ぃ:: a: oｷ 0,’99: u ：り＇ W
<•”‘l u:: n:: ●：：・3 m: u;:,t: 99: 1'`’’•9 U'".: w: P. • 99’’’’ 

くが 9,9 u:: u.: 99:: 'じ、 v: m: り、．，り9: u,; "9: ,•: u:, 0, D 9 

<•999 99: u:; じん叱叫叫":· 9”| "9: n;: "’'o;; o;; •,9 V P 

<•.,9 ヽ： n:：叫叫9 99 ; 99,: u,9,M'u:: ":: n,9: n,: i:,'9: "‘9’’ 

又たとえ仮想的放出吸収過程忙もせ <•9,9 n:: n2 n:: n9,，，：，も，•， n9: Iu:: ":: 999 6，：内、9 3'n,9 
<••9 d: u:: u,; n9: 99•: 9i ','0、9’"’: •: n:: •:: u, 3: "’’’ 
<e",.: •: ＂，’;咄，，，咤咄 99、: |、', o:, v人，•：·泣吹叫,,

よ，大なる質量と複雑な複合構造を持 Fig. IV 

Schematic matrix representing 
つ中間子を核力の媒介者とする湯川 characteristics of negaton 

理論の背理は最早明白であるから，全く新な核力扱構を考察しなければならない。

そこで筆者は先づ所謂核子の結合の考えを離れ現象的核子の本源的潜態に遡，；．各場行
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応じて重畳し然る後現象化し夫々の核種を生む楼構を主体とする考察を行う。筆者の理論

に基けば，電子，陽子，中性子及び中性微子も此意味の内的構成を持つている。例えば陰電子は

中性竃子と光子の各本源的潜態が先づ璽畳したものより現象化生成したものである。其故

1,r:冒頭に掲げた複分解反応も実は潜態間の重畳交換に相当する。

・、さ・て．F i g. V, Fi g.'¥I に 2E 及び 4He の本質的構造を示す。図中各小正方形は 8 行 8 列の行列を

意味し， 0：¢¢位，叩及び忙等の文字の右上肩の添え字況はオ九番の現象・的粒王の bra を，右下

角の n は牙 n 番の K e tを根源と ・

する事を意味する。 F ig. V に於

て主対角線に沿ぅ 2 佃の 1 6 行

1 6 列の行列，tま陽子. 1 個，中性子

1 個の其等に相当すら 之に反

し右上，左下の両 4 分 1 ・部は言わ

F:1.g.'V ば，上記両者の千渉項で結合に与
Sobe血tiC -tation' 
of i nh•ron t 9 -tution かるものである。 而して此等の
1natrix. of • "II n• l. •u• 

部分の為めに陽子，中性子夫々の，

内的千渉ほ滅亀少する。 其等の質

1>: f、` q; f; 

予 t: p; r; 

i: i: o: 忙

f: 切 り： t 

漬部t:,-i;;ほて：．て：の両部、の出現の為めに干渉率．を半減す

る。一方¢,℃？も類似竺；質葦効果を示すが，元来邑質的干

渉なる為め同質的・tL 在の半滅し王いる効果に及ばない。
何となればて：に於て質量、効果は主対角線に沿つて現れ

9: 和 q~ 和ヽ -、、

和 必 和q, 

ャ t: f; r; f; t; 祝 ℃; 

q: f、ユ b: 手： 紺 f~ ; q: 和

柘 r: ャ： ぢ 柑 t'; 紺 ぢ

q: t: 糾 和 糾 和 q~ 柑
→々•

糾 ℃! f: ℃! 柑 ぢ 紺 r: 

“ 和 q: 泊 i: 紺 ぶ 和
p; ” f: ｢ 柑 ぢ 紺 t; 

Fig. VI 
Schematic repre匹ntation
of-inherent eonatitution 
matrix of ..no • uc1eus 

9ーからである。＇要する vc t'::; (m=1-n) 1 個出現毎に何程かの減少があり且此等を出現さす原

因者即ち核子相当者の］数に比例する o 即ち質蓋減少量（結合ネエ;,ギー）はぢ：の数と核子

相当者数の、積に比例する筈である。 4He の場合は尤ぽ 1 2 個核子相当者数が 4 •3Heの場合は

ベ：：が 6 個，核子相当者数が 3 個であるが．．事実租,3He, 4He の質蓋滅少蓋の間には大体に於て次の

～・関係即ち 2 x 2 : 6 x. 3 : 1 2 x 4';;;; 0. ｷo O 2 4 : 0. 0 ｷo 8 3 : 0. 0 3 3 が成立する。

租 e の質量減少量が目立つて小さいのは其核の場合電o荷の内部密度が大である事が主図で

あろう。又f~による減少，X,. IC 基くものも計上す・れば理論と実際が更に接近するであるう。

さ冗筆者＿の理論即も因弁証法的潜態重畳論の立場よりすれば陽子と陰竃子の各 1 ・個観測

せられる・場合此の系の半面は中性子と・中性微戸←各 1 個と考えてもよく，冒頭に掲げた乎衡式

の意味て•もある． 0. かくて知の P｀雪崩諷遵程も乎賓玉‘焚ける中性子，中性徴子数の問題となる。

*) M.oda:ir士： S_c i ,RePt s, Soc. Res. The orふcai c圧．・(aour.The~}~ ti cal Sci.), VOL直，,t.1,A,. 9 (Serial) . 
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18 9 二酸化テル）レターゲットによる I -1 8 1 の製造ーその 2
乾留装置並びに乾留条件の基礎的検討

日本原子力研究所 0正木典夫， 畑健太郎， 天野 恕

1 目的

二酸化テルルターゲットによる I - 1 3 1 の乾留製造の際には，二酸化テル）レの結晶形，

転位点などの固体的，熱的性質は殆んど関係なく， I -1 3 1 の収率はただ乾留加熱温度

のみに依存する。一方，乾留の際に使用する石英製ポートも高温度 (8 0 0 ℃)において

は，二酸化テルルのためにひどく侵食されるので，その都度，磁製ポートを使用するのが

実用的である。また二酸化テルルターゲツトの再使用については，ポートからの回収が困
1) 

難な点から実用化には問題が残る。これらの事は前報で報告した。

今回の報告では， I _ 1 3 1 製品中に混入して来るテルルの景を出来るだけ少なくする

ために行なった装置の改良点および，加熱温度，キャリヤーガスの種類を変えた場合に見

られる。混入テ｝レルの変化などについて述べる。

2 装置

装置は F ig.;__ 1 に示した。主たる変更点は加熱管の両端の部分を長くし，両端のキャッ

プに冷却水を流す様にした点である。これにより力熱管の温度上昇によるグリースの溶融

を防ぐと共に，先端のキャップの部分において，二酸化テルルより昇華して来る，テルル

を温度降下によつて，捕集することも出来る。キャップの先端と I - 1 3 1 捕集びんとの

連結には，パーフロン管を使用した。キャリヤーガスは，最初， I - 1 3 1 捕集びんの部

分を水流ポンプで吸引し，空気を吸入する方法をとったが流速の調節が困難なため，加熱

管の他端からキャリヤーガスを流入させる方式に改めた。

ロニ39/
I電：人｀冒フ：／嗜 6]え碑製ボ＇ート 6 I-13 I 涌‘里なん
3 石英製加熟誓 7 キゃ）や．力｀＇J...イン．レット
4 水冷キャ、ソフ° 8 キイリヤー． n'’スアウトレ、ット
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8 実験

最初に，照射していない二酸化

テルル 1 0 ? (関東化学裂特級：

を磁製ポートにとり，石英製加熱

管中 (5 cm<j,X 52 cm) に挿入するn

キャリヤーガスを流速 12o m.f/m1n

で流しながら石英管を 6 5 0 ー c, 

7 0 0 ーC, 7 5 0 ーc, 8 0 0 cc "ｷ) 

各温度に約 5 時間保ち，キャリヤ

ーガスを捕集びんの中J) NaOH -

NaHS03 溶液中に導 l ，た。溶液中

に混入して来るテルルを，ホ_...弓

ログラフ法によつて定簸する 3



次に，キャリヤーガスの流速を同一にして，前述の各加熱温度において，空気，窒素ガ

ス．酸素ガスまたはヘリウムガスを流しながら全く同様に操作した。

花bZe-1 le.OJ. IO別：：：討すう花の量 lY)

カ‘1ズっ種類 cliY Q N;i.. 

650ー e :i.:。 20 牛O

700 ℃ ラ0 IO J.O 

7~0"(!,, 50 60 50 

goo ℃ 1500 700 ;;..30 

He 
30 

:i.o 

..20 

80 

4 結果

上述の実験から得られた。 NaOH+N晒幻

溶液中のテルルの量と加熱温度，キャリ

ャーガスとの相関関係を Table-1 に示し

た。表よりわかる様に混入して来るテル

ルの量は，キャリヤーガスの種類に余り

関係なく，ただ加熱温度のみに支配され

8 0 0 °Cから急に多くなることが認めら

れた。さ？に知られた I - 1 3 1 の収率は，二酸化テル］レの結晶形，転位点などには関係

なく，乾留加熱温度と共に上昇する事実と，今回得られた混入テル］レの量もキャリヤーガ

スの種類に余り関係なく，温度だけに依存する結果などから，乾留法による I -1 3 1 の製

造作業の際には，乾留加熱温度を 7 5 O °C に保ち，キャリヤーガスとしては空気を用いる

のが最も実用的であると考えられる。

D 正木典夫，天野 恕，柴田長夫：第 5 回放射化学討論会 ’'A- 5, 二酸化テルルタ

ーゲツトによる I-18 1の製造"1961年 1 0 月，東京。
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1810 テル）レ酸ターゲットによる I -1 3 1 の製造

・中間生産規模に於けるi -1 3 1 の試験製造

日本原子力研究所 〇畑 健太郎， 正木・典夫， 天野 恕

目的 • 

現在 日本原子力研究所で進行しつつあるラジオゴイソトープ（以下 R. I ．と略す）の生

産計画に於いては， I - 1 3 1 の製造は今年末から始まる予定になっ・ている。この I - 1 

ｷ3 1 の生産のための基礎実験 1) とこれに基く試験製造に関する報告 2) は既に行たったが，

本格的な定常生産へ移行するためには，更に次の点の解決が必要であった． '1) I - 1 3 

1 の化学的収率が再現性良く安定していること． 2) 生産用原子炉に予定されているJ R 

R-2, J RR-3 など，，，炉内温度（ 1 0 0~2  0 0 ℃)の下では，テルル酸の分解が考

えられるのでそれへの対策．本報告ではこの様tょ問題の解明のために行なわれた実験結果

を中心として I - 1 3 1 の製造’に関する技術的問題について述ぺる。

2 実験

1)  テルル酸クーゲットの放射化分析と熱的性質の測定

のものを使用した。不純物の検出には放射化分析法を用いた。中性子照射したテルル酸を

一部・分取して r 線スベクトルを測定し •I - 1 3 1 を分離し去った後のテルル酸について

も同様の測定を行い 両羞を比較した。この結果 両者 K 0. 4 2 と0. 5 8 M e v の帰属不

明のピークを見い出した。半減期は両ピーク共k: 3 D~4  D 日であった． b) テルル酸の

混度上昇による変化を見るため熱天秤による減董測定を行なった。またこれと並行してテ

ルル酸を 1 D 0~6  D 0 ℃の各温度で 8 時間加熱＼処理した後，各々について 6 N 硫酸への

溶解度を測定した。

2)  テ）レル酸の中性子照射

3)  I-131 の化学分維

4)  化学的収率の決定

a) テルル酸は市販

原子炉は J R R - 1 を使用し垂直孔116. 1 5 で

1 日 5 時間づつ 3 日間照射した。中性子密度は，同時に照射した金箔中に生成する A u -

1 9 8 の放射能測定値から計算し 1 ~6  X 1011 ／直／ sec の値を得た。

中性子照射したテルル酸 1 0 <;を蒸留フラスコに

入れ 6 ~1  8 N 硫酸 1 5 0~2  0 0 m l,と過硫酸アンモン 0~8  9 を加えた後，窒

素ガスを吹き込みながら蒸留した。無担体 I - 1 3 1 を含む水蒸気は未冷却のまま捕祟液

（酸性亜硫酸ナトリウム溶液）中に導きその捕集液を冷却した。蒸雀液 5 m l,毎に放射能

を測定し蒸留曲線を求めた。（第 1 図と第 2 図参照）

照射したテルル酸についてそのまま測定して得られる

I - 1 3 1 の全生成放射能と，分離された I - 1 3 1 の放射能との比を化学的収率とした．

その際，照射したテルル酸中の放射性テルルが影番する IT で，あらかじめ担体ヨウ素を用

いて真の I - 1 3 1 の生成量を求めておいて化学的収率·の補正をした。

5)  .I-131 の化学形と放射化学的純度の測定 分維した I - 1 3 1 の化学
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形は， 7 5 名メクノール水溶液を展開剤とするペーバークロマトグラフにより決定した。

放射化学的純度は r 線スペクトルの測定及びグロス r 線による半減期の測定によつて決定

した c

3 結果

1) 今回の実験で得られた I - 1 3 1 の蒸留法での最適条件は．テルル酸 1 0 flに対し

て 1 8 N 硫酸 2 0. 0 m.(., 過硫酸アンモン 1 9 であった。窒素の流速．硫酸の最，

蒸：速度などは化学的収率に影響しなかつた。前報で述ぺた蒸留法と比較して有利な点は
‘ ①)蒸留曲線にピークが出来．蒸留時間を短かくすることが出来た。②）化学的収率が

極めて安定した。（最適条件で 9 5. 3 劣土 2. 3 % 実験例 6 回）などである。

2) テルル酸の熱的性質を検討した結果，炉内温度の 1 0 0~2  0 O ℃で 1文 予めオル

ソテルル酸を無水テルル酸に変える事により分解を防げることが解った。無 7k テルル酸を

使つて蒸留した結果．テルル酸に対する最適条件で． 8 3. 9 %士 4 % C 実験例 5 回）の化

学的収率を得た。

3) 分離した I - 1 3 1 の化学形は一定して I―であった。放射化学的純度も 9 9. 9 9 劣

以上であり製品として満足すぺきものであった。

100 

8
 

131 

4

2

 

^
1

化
学
的
収

(%) 

10 

蒸留葦．（mL)_

第 1 図
第 2 図

硫酸濃度と I -131 
10 0 (NH,)2 年 08 (/)添

の蒸留曲線との関係
加量と I -1 3 1 の

実験条件
80 蒸留曲線との関係

応流速； 50mL/min
実験条件

(NH.),年 o. ; 
N2 麟； 5Oml/min 

0.5 y 18NH2 so. ; 

H2S0、量； 150ml,
200ml 

H2 SO• 濃度

CNH,)2 S2 08 

化 添加蓋

111 6N 学 11) ^ g 

121 1 ON 的 12),;,2 

13i 1 SN 
収 13: 1. 0 

率 10 
(,,,) 

蒸留量 (m L.)-- ➔
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I BI I (n, r) 反応匠より製造する精製 RI 中の不純物

マンガン，・銅およびがリウムクーゲットの検討

日本原子力研究所 中村治人， 0 山林尚道，天野 恕

l・目的

(n'r) 反応匠より製造した R I の放射化学的純度を充分、高く保つため匠は，不純物の少ないク

ーゲットを選ぶか，照射後精製するかしなければならない，半減期の短い R I f'(ついては後者の方

法は主核種の減衰をきたして不利である。この意味でクーゲットの選定匠は充分な注意が必要であ

る。原研匠おいて製造を予定されている 15 種の短寿命 R I (ICついて，入手し得る限り純度の高いク

ーゲットをとり，それら匠ついて中性子照射を行ない，得られた放射性物質匠ついて r 線スペクトJレ

忙よる方法，および B 線測定匠よる半減期の追跡を行ない不純物の確認と定量を試みた。しかしな

がらこの様な方法で検出できる不純物はほとんどなく，また (n'r) 反応と同時匠生起する (n, P) 

その他の反応の影響をさけるためには確認および定量すぺき不純物元素のおのおのについて化学分

離を行なうことが必要であつた。本報では， M~-5 6, Cu-64, Ga-72 (i[ついて検討して得られた結

果を中心として，これら核種製造上の技術的問題点匠ついて報告する。

2. 実験方法

(1)  照射 クーゲットは a)  入手が容易であること， b)  標示純度が高いこと，

C)  炉内照射中分解しがたい化学形であることを選定の基準とし，電解マンガン（平野商店製）

金属銅（横沢化学製）および酸化カリウム（横沢化学製）を選んだ。クーゲットはJ R R - I 垂直

実験孔中で 3 週間及び 4 週間照射，同時忙気送管匠よる 2 時間照射を行なった。この他(I[ JR R -

2 を利用する照射も併用した。

{·’‘,2) 化学分離 化学分離の方法はクーゲッ

ト中の不純物から生成する長寿命核種を対象とする場

合と，短寿命核種を対象とする場合で多少相異するが

長寿命核種を対象とした場合の化学分離の骨子は才 l

図～オ 3 図匠示した方法を採用した。短寿命核種の分

雌匠関して， Mn-56 では N i, Cuを陰イオン交換樹脂忙

より分離， MO を Ac ethyl ace t one~c Jh.013 (1: 1) で

抽出したが検出されなかつた。 Cu-64 では N iを， Ga

-72 では Na, Mn, Zn を陰イオン交換樹脂匠より分離

定量した。これらの方法匠より確認定輩された核種の

うち，例えば CU-64 中の N i -6 5 ごときものは cu-65 の

(n'P) 反応匠より生成するとも考えられたので， Ni

の微塁定量をポーラログラフ法匠より実施するなどの

ことをも行なつた。また化学的収率の測定法としては
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才 l 図 Mn クーゲット中の不純物分離

Sb,Cr, Sc, La -------sa -------—＿＿＿ー―- （担体）

Ba co3 - | __---------―一 (PH 7,3) 
P.Pt 

恥S04 --d三三
Fi竺］

I 
Fil叩pt (Ba S叫

Ether-HCl-叶---------------]―--―ー（抽出）

N\H:--]三
疇04:--ゴこ

Fil ppt 

巴口



AU, Sb, Cr, Mn は光電光度法で， A g, Laは重量法で，1

Ni, znはポーラログラフ法で， Na は炎光光度法で求

めた。

(3)  放射能測定 放射能測定は化学分離
' 

した各フラクジョン侭ついて NaI(Tl)( 外 2 ＂ X 1%’, 

．内 1%’x 弧一巾） well T yp e の Cry s t al を用い r 線

スペクトルの測定と 8 線測定匠よる半減期測定をおこ

なつた。

定量は r 線スペクトルのピーク部分を積算する方法

をとり，試料と同時にある、いは別に照射した標準試

料のビーク部分の積算値との比を求めておこなつた。

3. 結果

Mn, Cu, Ga 四 3 中匠含まれる不純物の放射化分析

の結果をオ 1 表匠示した。

:JR R - 2 の気送管で 20 分間照射し， 3 時間後侭出

荷した場合のおのおのの核種の放射化学的純度は，

Mn‘-5 6, 9 9. 99 伶， CU-64, 99.99%, Ga-72, 99.97% 以

上であり，比放射能は， Mn-56, 2.1mc/mg, Cu-64, 

o. 32mc/mg, Ga~72, o.11mc/gとなるはずである。

牙 2 図 cu クーゲット中の不純物分離

Aq_ua re gi a~ -----------—ー（溶解）

cog,Au,sb――:I------------—ー（担体）
国ther-HCl ~--------------（抽出）

Aq org 

且

発）
解）

均S04一-I. @]  ~□ 

----------------------------―ー（電解）

| 1 1 

Ca筐古 A匡

牙 3 図 Ga西クーゲット中の不純物分離

靡言晶r；ロニ＿S-一｛冒：｝
返(Metal)」1---―--------―← --1 ―＿＿ー―-国ー（還元）

ご：予｝口1,二
F i l , 唱彎゜2)

Ether-HO~-------------―ー（抽出）

Or匡］ A~

オ 1 表 Mn, cu, ·Ga 四 3 に含まれる不純物（放射化分析）

Mn 

Sb ···……•••0-95 p.p.m 

Cr ｷｷｷｷｷｷｷｷ;ｷｷｷ 5. 8 

Sc …......... o. 0 5 6” 

四 U …•••......(). 20 II 

Cu 

Au •••••••••••• 0-13 P•P.• l" 

Sb............ 2.0 11 

Ag ·········•·· 4.5 II 

Co •········ •·· o. 23 11 

Ga203 

Na ….........0-03 p.p.m 

A ̀ l1 •…••......0.43 11 

S1J •••••••••••• 2.4 

Ta •••••••••••• 0-17 11 

Mn········· … 3.4 

54Mn-· …•••…[ 55Mn(n, 2 n) | N i……... ｷ... 220 (l4:;pm') I Zn:ｷｷｷｷｷ:ｷｷｷｷｷ 40~3_3 p:m• 
54Mn 〕反応花よる (14:ppm)I • . (3-3ppm) 

• ポーラログラフ法匠よつて得た値
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1812 陰ィオン交換法による 35 S の製造

原研 四方英治

1.序論

原子炉ーで・中性子照射した塩化カリウムから 35 S を分維する方法としては，陽イオン交換

餌脂を用いる方法，険イオン交換樹脂を用いる方法，アルミナカラム、による方法，共沈、法

などが報告されている。陽イオン交換樹脂法はよく用いられる方法であるが，樹脂の分解

生成物のために製造される 35 S の比放射能が低くなる。また同時に生成する 32 P,  36c tの

分離を別の方法でしなければなら＇ない。陰イオン交換法ではこれらの分離を・一つのカラム

で行なうことができ，比放射能の嵩ぃ 35 S を製造すちことができる。険イオン交換法の欠

点は，中性子照射した塩イしカリウムの非常に薄い溶液たついて分離操作を行なわなければ

ならず，大量のクーゲ，ットしたが’つて大董の溶液を処理するためには長時間を要すること

である。この：欠点を除いて陰イオン交換法を能率良く行なうために，最初に別の簡単な方

怯で大部分の塩化カリ・ウムを除いておくことが考えられる。このような前処理法と・しては

陽イオン交換檄脂法で処理する前にドライアイスで 9冷却した塩化カリウムの飽和水溶液に

槙化水素を通じて塩化カリウムを·沈殿させる方法が報告されている。

この報告ではより簡便な方法として飽和に近い塩化カリウム水溶液にエクノールを加え

て塩化カリウムを沈殿させ，その口液から陰イオン交換法で 35 S を分離する方法について

椴告する。

2. 実験と結果

1. エクノール添加による塩化カリウムの沈殿とこれにともなう •35 S の共沈蓋 d 塩化カリ

ウム 1o V を 20ml.の沸騰水または 30ml.の室温の水に溶かし，既知量の 35 s を加え，種々の割

合のエクノールを加えて塩化カリウムを沈殿させ，加えたアルコールの量と沈殿の量ぉょ

びこれと共沈＇する 35 S の量の関係を検討した。
2. 塩化カリウムーエクノールー·水の系における塩素形陰イオン交換樹脂に対する 35 S (T> 

Kd の測定。塩化カリウムの水溶液からエクノール添加により塩化カリウムを沈晨足させ，こ

れを口別した溶液 20ml. K 風乾した塩素形の陰イオン交換樹脂の。． 1 g ~0. 5 ffを加え，室温で

2 時間ふりまぜた後樹脂．を口別し，溶液ヽに残る 35 S を測定して Kd の値を求めた。また塩化

カリウムーエクノールー水の系--e 3 5 S の Kd と各成分の濃度との関係を見るため＇に同様，，実

験を， 1）塩化カリウムー水系で塩濃度を変えた場合， 2）エクノールー水系でエクノール濃

渡．を変えた楊合， 3) 塩化カリウムーエクノールー水系で塩濃度を一定 (0. 0 1 M) とし，工

クノール濃度を変えた場合のそれ｀ぞれについて行なった。

3. エクノール添加による塩化→ ~ア共て3.:~ 9'Vd 測定の結果。塩化カリウムの飽和

水溶液にエクノールを加えることにより塩化カリウムの和i u,,,cc - 段させることか
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できた。し・かし塩化カリウムと共沈する 35 S の．量も加えるエクノールの量とともに増加し

この共沈による損失を 1 5 劣程度に抑えるためには加えるエクノールの量は水溶液量の 3 倍

容が限度であった。この場合には塩化カリウムの•8 0~90$ が沈殿した。 Kd(/) 測定の結果，

この程度の塩化カリウム濃度では Kd の値は 20CC/ /I以下で，後の陰イオン交換分維には小

ざ．いことがわかったので，他の Kd の測定の結果も考慮に入れ，エクノールによる前処理法

を次のよ·ぅに定めた。、中性子照射した塩化カリウム 1 0 II を沸騰水 20ml に溶かし， 60ml のエ

クノールを加える。塩化カリウムの沈殿を吸引口過し，沈殿は 1 Om乙のエクノールで洗浄す

る。洗液・は口液に合わせ水 300ml を加えて薄める。この溶液の Kd は約 500CC/ /fである。
4. 陰（オン交換分離法。，次のような種々の溶·液を作って険イオン交換分離のさいの 35 S 

と 32 pの挙動を検討した。 1) J RR-1 の版 1 実験孔で .15 時間照射した塩化カリウム 1 0 flを上

記処理法によって処理した溶液， 2) 塩化カリウム1.211, 35 s および紅pのトレーサ，ーを

含む 390ml の水溶液， 3) 2) in溶・液に担体として 1 0咤の PO[ を加えたもの， 4) 1 8 %のエ

クノールを含む 3) と同成分の溶液 d これら溶液を塩素形陰イオン交換樹脂柱に流し，水洗

後 □. 0 5 N 塩酸で 32 pを溶離し， 2 N 塩酸で 35 S を溶離した。溶出液は 5ml のフラクション

に分けてとり，放射能の溶離の状態を調ぺた。

5. ・ 険イオン交換分たの結·果 d 上記溶液のいずれの場合も 32 pの約 2/3 は流出し，残りf:

｀は □. Dヤ 5 N 塩酸で溶離さ、れた。 1) 2) の場合 32 pの溶離の後にテイリングが続き， 2 N 

塩酸で溶能された 35 £中に少量の 32 pが認められた。 3) 4) では担体の効果が朋らかで，

32 pのテイリングは殆んど認められなかった。

3.結論

中性子照射した塩化カリウムの飽和水溶液をエクノールで前処理すること．により後の陰

イオン交換の｀操作が容易になった。この方法を実際の 35 S の製造に応用し， 35 S の分離、

度合，品えについて検討した, JRR-1 の底 1 実験孔で 15 時間照射した塩化力．リウム 1 0 iiを

処理して製造された 3 5 S の量は 2 ~2.5 m C, 比放射能 2 0~6 0 m C／咤 SD.!'-, 35 S 中の 32 P の割

合は 2x1 □ -5 ・ 32 pｷ It:関する分維係数は 1 X 1 0 •,収率は約 80% であった。製造された 35 S 

溶液中の非放射性硫黄の量は陽ィオン交換樹脂を用しiて製造したものの約 1/10 であった。
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lB l3 嵩終哀造旦昼訳打I·這 1立え知詞製（す 3 我）

U(fパf)人応生灰劾り”澤り今，鳥

廿本庁、キjJ J,訂笙叶 瓦廿Jt A_ 

1. 且立ー 11つ lで桟介尤学的 1こ餞永み 3 キ夜て，， 3 o‘, 、ヽ，，とJ 112 A~ i試秤とする&-')'l,ギ

哉紅り長、｀ 1位Pd 1., hl いて和1 足了Jと忍易で•み.. こI'-- J -z::ｷｷ Pd, 摂注f茶訊製？穀文 II ←的

’ケ<..' とくに競／戸製竺灰跨 9ヽぅ竺f幻土て祠翌 L た文験釘 11 Iぶい。 し、 1 : c u (f；ズ可）沢料'·
ぅ 112?d f:知旦｛企高終戻こ介高し， 亀着 k よりぷ泉床り況1 え試科i詞翌マ 3 ：とク、で 3 たのロ

虎綴り逼祥<:·· >t "- >)られた Z ，三d) •，2 意了べ 2 現象ととも、こ殺も了 3.

Z. 旦立 l)豆旦包中狂ふによ 3 妓 IJj-夏·· I 了 11 2, Fo(り佼年，｀）・マ●ヽクで• I 駕エネ,.....べ- - f場

キにi.役／｝製王灰窃と言ぺ粁とした、 東天益、メ可 9 :I ^I クロナ 1 ？ロト▽ンと用いこ）ぷ5~

3D Me.V P紅血l-こり楊-l-z.··,'3,,) ~勺／c呪う 13んぶ X 10,,._"'! り仏 03 7 ーゲァトと C 3SノA, 分9 20 時）11

翌知しに， 30~ ｢ 0 今窄却枝、 1 ーゲ， 1｀ £と？だし化」、冷今嵩と北iめた．

;;) 五吐.I□ )l£わ l た広 OJ-り人郊令と茎溜，k ·c に‘ークーに成しムしJ ネ I/) -に

紅着して 1天つた坊 0? l1 毯 Hf-./ 03 王<.'/込しう主、、こ洛糾し， 、‘の酸麦で 3 3 っむ 0,.!: 苺ii年 1 .l.

滋液と 7農稿しこ丁／｝冷邸してがク uo：り尺郊 l}j-- l エーテ，レて抽出'..残‘社 1 a u,̀  ｣9300 

呵袢戻以千と',iれ I ,f"以緩り丼、作v:.,; <しつかえない．水湛液）I 渫秘しこから¢ N 厄’と加え

Z I~ >:人と乾）司す｝科、作しぷ＼司'-'/かえ L て瑳｛乙物 K 絃喚',.最後に [M 辺 1.m｛と炉i..、

11ロ｀包後、杓 zoバり滋涼、として祖柑 1i v.:矛'--r.

ii,) !食 A 1 ンク Iが魯 10,.,,如戸 x 3 年り1/HI/-尺として 25屈／り1Jラムにダ M 威 1:」 1 』し， 'k :L 

レ仄刀ラム K .r..言L 訊料羞液と直逼:J -<t J.  o. 11/ Hダ乙ゴ 3'；；；で滋餌'"")~、、たビーカー 1. と

£ぅ克ぅ争し., > !Jラムシ充、浄了J. 四 l; HCfのf卜仁で,; H尺型初蒻,-:,.吸着 3 h 了‘に 9 f公 4 1 

ソとと 4 i k 通過"1 l. 術栢に抑規的に吸沿 1 l 矛 I3 9 <と:/, 1 ヅ°とこえ 3 ：と 1/ ，よ‘‘.

iV) 祐とりモ氾 I< i)今為 阿0/,}柑皮りラIF 放知ヽ｝五？4 と 111 、、 Ni注停·て＇シメケ，レグリ丁キシ A

(w、 1、砂G と忍す）・くよ）．名うたに直したう尺｝王とオ食す丁レ頁乍談一祁峻ソーグり｝り酸、肛羞液、と拷ん

-i,-.:. : "I +f:件で 1 ず M! -Dl脅 I1 b 了―か，：泰紐レ乙ヽ‘｝が忍 Iヽ．恒祖依•こ·才 r 株 7、ぺ 7 卜，v cｷ 13 

払のi会，， 1 `／と乙洲して認められ汝社及，こ‘え令にギ況~'J.和料，、うり迫逼来ぉ；；しゞ・送，液

r. N1、 2ヤ万 1 1• DH 々ァルコ万、 IV シ苓浪 1 0 叫'k /Jロえ＇ か温しこがう、、卜に 20Jo酢穀‘J -r 滋液

｝伶々にたi. l . 永，位桟り沈澱，：て・ 2 わ I i；ぷ／介)q 11\2温と伍、r, Jぅ，こ適和にぷがA/ iI 度がえ

柘ー D屈と乞令 lこラ尤毅マ-<I. J.氾激 I J l. 7 に No. 3 ＼マ逼管l'.‘・ロ適し／ ＇）「差り鮮竣—絆酸 ‘I - 9 へ

｝令ひ溢渇で 2~3 W}九考 1 J.心｀級と王求，c 湛辞し）シ苓液に瞑o* 1 -1, がえ禾外ク·, 7, 

t和剋， X り後斤汁泣乙-· ;,-おって令糾;:..て/}ロ租し， HCIO久り匂注 9ミで•l. •う I< J;つて 9．ぅ，・1

りにS- l}j--),j 1J~．差土と枕、T て 9 ．ぅ笙溺，K i.9 3 0 瓜｛ とかえJ. 、ヽト I: 1 グ·砂 G 10”’｛とかえ， c，りと

¥q 1尿にしt年丸淑： }‘: Ti、、，尋が‘Hao,,_ 姦浪と 7 3, 

V) !'__:_つ伶入 ア4 り Hび 0~ 滋液 I< ｢ M Hダ 1パし加え令茶 1叫“として＇ あっかし- "ヤ',.,,, ;-、＜ふ
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這遥して処瑶したに一戸 x 20 ⇔ HR..翌刀う A と通逼 3 イ 3 J 7Jラ",, 0. S 1/屈 10が9 ／で；屯浄 T

3 ，通逼浪ホ‘t ＆・；も液 11 和．毯し-z H ばl:隙広了 l. こ、、｝でぅ禄作てえうれふ添浚 l3 9 i．と

iヽと礼砕 1ぷ PJり Hel0渥液で h 3 が／ 沿り叶束後ゎで 9ヽに応ふルと方ぇられ〉択柘斜と認のた

4 てアそ 3十勺l:がえ砂OH K ょ＇）只 (0H)3 ;_氾滋 3 々, ‘｀り炊桁iL le. 11介広した， 丸i妓 ll \2系底·

でこし， ぅ 1 、 `}{H/t. O f./ <··氾浄丁J.

v,l 皇笠 札 Iか土差的打えの甘的 I こ l i不揮発・）·笈戌類五念｀ ＆、｀と,,逼苔こー 1.;- ~今こ！ ‘`の「会

夭と必1 足試科り計if、ととかわて』電絆JC') 終わり試料とした。 ア4 しぶ浪l:匁紡してかl 瓜／

K し 1 3 1/ )(II衣0fl と hl いこぷ,,,,f_ 1 也絆符に杓了．伶祉として 70戸 AJ i．泉，躇冗位とし•こ白令該と

hl V‘, '見た 3 ～ム T ）'尼漁.r^A 祥度で•系夕り吟呵也袢す，，． ：ぅしてパf.9 70 1• ii)[ご- pcl t 

勺線.r:.J,芍士、さイ.l :とがで~ k. 

3 旦呈— }‘L 上の、1単作 K J') r 終7-ヘ・？ド IV /: • / -,乙 1, 他り不純吻と認め牙．、アd 泣＇）足試粁

1.詞製丁ら：とがで 3 た． 吹舟 l：庄埠，てぅ見 ’I 定して、ヽ万、｀＇; J 更祠手藷．竹： j. C'‘lI およそ 70~/r

1・， 電筋でー,,電糾叶）1l ，: i 3 9: t ~1 0 ~令 111 -r.ｷｷ 6 a~So 7· 社度であ 3. iた称辛片 1月，J，，よそ

?c へ 3 .r叶 1月と土 1 l. 

4. 旦主ー A 1 •1 文埃，：J,アd り分魯汰として，1 (1) HR, こ Hば o. 竣桟を吸着ノ H(..f Iて.r J滋、

禽, • (2.J Nit訊 I: }{Hク o f./ア IV 刀リiとで吠対， °ぶ M fIC｛で済魯， ( 3) た Cf k Ha 醍Iさで吸ふノ賢。

叫研で滋裔なてーぶあ ‘3,：）恭為，ミ不文令でみ> ~-) :/,し< 11 沿 7 ぅJ v ヲ｀ノに包 9 該程

グ混入，こ•あj. これうd),魯由で陽 1 1 ｀ノ丈痩 I ： ↓，伶 A ォ．／ 7 ラ？ V, ．／，、｝一\§) "甜． 11:

て·百｝紐料，こ／卜畠す｝ ：と I t'訣｀みたが忍わ L 、、i1 昂 I, えぅゎ ri，、った．

i t．誓一也係 Pd 9 HU iた 1 J HMO3 斗 L (1l 五水姦、米， I キり）、ク 9` 7• で，，・,.,-や 9. v:: §履し.,_ :6 

に．．ーガーえの 9及ぶ ll 羨し<. 9 ：ゎt t M HC,(て笈令 K 滋ム了 l ：と"ぶもては、、．i rてず、全

ベ点と）且 3 4 Tiくとi,, 1oii祥左り庄｛手て 1 t 9 えた盗沢，＾カーて.. (,-の｀、と 9ミみJ `と 1 認ゥ

Tc. 甘江りイ 1 ン文硬，こわ‘ヽr・ぅ不衣功りか因 I i ：りためて··みJ'ーも知卜な~.

今方文献

1. J. D. Gtle, H．尺 Hay,,.,o?\d ｷet a( J. _Cht-，，，，，朕ys 旦, ｷ11006 (1B4.9) 

Z. W. H. (:rarri so凡J. fr. Ha如[tom : USAE'C,.UCR..L -10 67 (18SO J 

3. • Gir31.s vaれ u•eshout

4．千烏尤： ll 化

ぷ ) q • tしt•4 

Ph-isica 至う 1200 (1.9.S-9) 

旦， 11 86(1361) 

1 1 g8., 
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1814 プ゜ロトアクケニウムの吸看と雹着

合沢大・連 0 阪上正信 譲木友雄こ前田乎

がトア 7‘ゲニウムはその吸着しヤすい性痩とも刺運L て，水溶夜中の存在伏態i遺し
て照昧がもた札て"'~. 一方天然物中の且ー23/ の定骨， W232 の放射化学分析に伴ぅ
P0..-233 U)定骨等を行j場合，その化学的分難：と測定線源の詞製の一運り投1乍 l：：：おいて 9 .t.

記佳賀い濃I連ず，吾材の遅択／電着粂件の検討子は重字な課題ぜある•.::つような紐点か
ら， Pc23/ .t P~-233 1 とそに含むlK溶液 (Pa. ~/0 ―,M) について／ r及治と電着の阿題をと
りあげ℃研究·した．測定は主として Pq -233 1z.よ 3 乃カウント(C¼ M) によるほ1J‘I 原打支

乾板（下uj ET- .2. E) を用"`, P^-2.31 の仄トラックのオートラジオグラフィーを行．，も
やの吸着4犬態等としうべた．
（吸看）：種々の研溶液か）通常のスライド｀がラスに対すJ Po..の吸着叶検討した．
酢駿アンモニウム 2t1溶炎に硫酸又ば水酪ヒナI-リウ A を加えて祁壊．した各種(/) fH 溶淡

/.74 lZ, pa 玖（臼成）。~1 J.,を加え｝適｀占＇なf H として実験した．一定時
向薔に滓知）みのいウシり減少む判定した予備爽験絃果~戸とブ｀也吸着量がぽ li’―
定値 I遺達す 3 這只し3 之昼夜の莉肌乞釦祠放パま放翌し，その後笙笛水之仇e づっ

1..‘｀幻面充色如訊戸カウントの測定を行ラた．溶液のfH I：：よって吸着董は蒼しく変化

し，酸性側（＜fH 2．J--)およびア 1レカリ住側（＞ fH /2...）か這羞量は少‘\/\ hぐI ffl#.} 
およがpH 7~i付近 l直羞喝がs-0 ％立 1這達すり如のあ 3 こと，fH 紅～6 仕迫ば
吸肴惹が減少 L ていることを見出した．なお•オートラジオク'’7 7 ィー 1：：よフてもノ とくに

飯策したトラックはなく／心知 17 イド粒手の吸肴 1まみとめられなか．？た．

っぎにff/料および‘fH 研 l：：お‘＼ I てつず｀｀の各挽材料 1：：：対す 3 吸術をしらべた．石吏
ガ｀｀？又ノクロロプレン）シ 9 コンラハ｀｀一1 4 7 ッィヒエナレン樹Jl見噴砿法敦度ポリエケ V

ソノ ビ｀ニー I砂ー~ I スデンレス板飼板、全メy "暇反，合廷靡財反子である．前3 者 I：：

対す 3 雌以ライドガ‘1 ス同様芳レくノまた全属板、に対すか吸看応中程丸但の 3種の
合成樹脂にあま 9 吸着しな VI. またいずれも炒紅の吸着尋が｀ f什＄ぷよリ大ざ 11.

（電着） ：前記吸着爽験以前にば電肴の陳シ） 1 パ・1 キング＇之用りたため／ その吸着が

かすなり／滋夜のfガウントの浅少が大ざいの 1：：：径扱への電肴収手は充今ずなか·フた．酢

腹1 ン毛ニウム・ア lレ:1 -'Iレ溶沢を雹酔没としてI D I BK抽土による化労今甑辺且合セ

て定吃遣て亜：着匂行うとオの訪条件を検討レ吃看玖率との刷係i知った． ri)雹茄叶は大ま
尼ナが収平はよく／正r知直直古て•あ 3. (ii)壱着骨滋時測ととも四曾レ I手 l五紅
f充応あ 3 (iii)塩醸， 7ッ酸が速称す 3 炉如年は滅少｀い（滲味抽幻逸抽幻夜t ¥の
まま用鳴ぬ）．収）逆抽出液ーを府頃む塔沢 Itおざかえて中和レ，牽砕液に加えたとぎ 1 歳緩

イオンの紅在は多くてtよいが） f!-/が小、ナ、、と雹着収平は演少す.;s.
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1815 アメリシウム 0有欄鍾櫨

日本鼠子力研究所 0 小賣重子 吾● ＊子

アメリシウ.1.. 0有欄鎗纏1C ついて0蒻究tt量少いよう 1Cみうけられる。そこで。我々tt.ふる＜

からti!用され．多く 0金属ィオンとキレートをつくる試藁として知られているオキシン（ 8 -＊キ

シキノリン）およびクペロン（ニトロソフェニルヒドロキシラミンアンモニウム塩）を遍んで．ア

メ，，シウム塩よびこれに調連0ある金属ィオンと 0鍾纏生虞0議子をしらぺてみた。すなわち．ァ

メ 9 シウム 0 ほか•アクチニド元棄として．ブルトニウム(I).(I).キユリウム(I). ＊ブッニウム(JI).

(Y).ランタニド元素から．ランクン．ブロメチウム．テルピウ.I. IC ついて．Jt蒙檎Itした。
•オキシン 0楊合．鎗畠寧または分配Jto 瀾定tt.アメ 9 シウム響金属イオンがアルカリ員で＊醸

化嶋をつくることからくる國●をさけるよう配●した。すなわち．0. 55 1'(曹/V)オキシン 0

0. 1 舅壽醸よよび0. 1 lf壇醸濤筐に上記傘属イオン 0放射性トレー青を葦鰭し．これ 1C糧々 0 濃慶

(0.0 4 ~2 lf )0 アンモニア水瀧菫を 1 : 1 0容種比1C潟合して．目的0 pH ●0 薔複を得．こ

〇漕菫とクロロ＊ルムとをふりあわとて．鎗出を行なつた。予耀したpn ．から 0 ずれは．pH 試鵬

葦によつて．鑓騎しらべた。

クペロン0 場合tt. 6,.( 胃/V)水薯董を一室量輝えて実鵬した。すなわち· •書潜讀（＇酢讚一

欝醸アンモニウムまたはアンモニアー壇化ァンモニウ.I..) IC餃射性トレ―..,.とクベロン水善複とを

輝え．肩量0 クロロ＊ルムで鎗出を行なった。少量06 ％クペロン暮懺による Pno賽●は鱗損で
奮ることをたし＊めた。

ォキシンおよびクベロンと．上記金属イオンtt.ァJI,カリ鍾でキレートを生じ．生じたオキシ＊

-}  ·クベロネー＂:t:.クロロ＊ル.I.. IC鎗出されること五分つた。

＊＊シ＊一卜に●しては．＊濤菫中三緬で安宣なアメ 9 シウムは．pH 7 以上でタロロ＊ルム 1C

鎗畠される。Jt蒙0ため行なったランクニ r元•ICついて｀同鎌であった。三値0 アクチニド元素

圃には．鎗閾拳●にあま 9 麓正ない伍． Pu(I).lip(I)0 ●合 1C は．かなり低いpH 0 善筐から｀オキ

シ＊一卜を星じて鎗瓜されること事分つた。クペロ＊一卜については．アメ 9 シウム．ューロピウ

ム共IC P夏 5~11 で鎗畠されること蒼わ＊った。

キレ....... 0纏虞0檎lt lC 麟しては．四を一宣に鼻ち・＊キシンおよびクペロン0 濃責を壷化さ

量て．分配比を漏室し．そ0綸景IC• 石葦o方浪 (Ball. Cha. soc. Japm,.21, 139-143(19 54l: 

を遍眉したo こ 0●合．鎗畠寧を重．分配比を m．傘属イオン 1 IC 瘤 L. D 鯛 0錆化痢が結合して

いるとし．▲． B. 0 土よび D を宣量とすると•以下に示す躙偏式が虞立する。
a -9 1 

璽＝ ▲十 B(H軍）ltd : c+])(Hal 

ー1 -1 ．名＇

した事つて．正し\l:. DIC# して．重．血と（夏直） 0属に竃●属僑が虞立する。

アメりシウ"'·ューロピウムについて．＊＊シ＊·-...クペロ＊一卜共1Cn i= 3 とわかった。
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2 8 16 BK-2  4 9 の抽出

東芝中研
大井 昇

1 M T R で約一年 n v t = 1.5 X 1 o 22 で中性子照射したキユーリウムグーケツトから
バークリウム、カリフォルニウム、アイン、ンクニウム、フエルミウムの分離実験に参加し

主にバークリウムー249 の抽出分離を担当した。

2 クーゲットは約 7 5 mgの酸化キユーリウムで。 ,5 X 1 ．(ii n の Al キャプセ）レ匠バックした

ものである。以下の操作のあと 4 2 mgの Cm を回収したが 同位元素比

照射前後の Cm の同位元素比は右の表の通りであつた。

5 全操作：上記の Al キヤプセルを NaOH--NaN03 に溶解

し沈でんしたアクチノイドおよび核分裂生成物の ox id. e8

を途心分離して待た。この ox i des を HC1-HN03にとかし●

·鴫蒸発乾固し硝酸塩としたのち（以下 5) Di-2-ethyl 

hexyl phosphoric ac i d で Bk-249 を抽出した。水相は塩酸

塩にかえ 12M.L i Cl から Dowex-l f'[吸潅させ 10 M LiCl 

MASS ND 

243 

244 

245 

246 

247 

248 

クーゲット

0.7 

81.8 1 

0.8 5 

15.9 

0 p 5 .. 

0.9 1 

照射後

0.7 

7 4.2 6 

2 2 f3 5 

0.7 

1,6 2 

o.o O 5 

で核分裂生成物、 Am 、 Cm フラクション、 C子、国、 Fm フラクションをこの順匠溶離させた。

各フラクションは水諏化鉄で共沈させ、次に陰イオン交換桐脂でアクチノイドフラクショ

ンをとり、各々a:―hydroxy isobutilic ac i d を溶離剤として DOWex-50 を用い分離した。

4 上記の分離操作は C f-252 の旦発核分裂から出る中性子および多量の核分裂生成物か

らの¢、 r を‘ンヤヘイするため匹特柘設計された 4 ftの水クンクでつくつた cave を使用

して行なつた。

5 Bk は全 oxides の硝駆塩の 10 M HN03 —0,2 M KBr03 浴液から 0.15モル D i-2-e t hyl

hexyl phosphoric ac id ーヘプクン浴液で抽出した o 有隈相を 6 M HNO •• 3—1. 5 M H2 ゜ 2 で遠

元逆抽出し Bk と C e---141-4 を待た。このフラクションを塩酸塩匠変揆したのち Dowex-50

のカラムを用い 20 %エクノーJレー HCl （飽叫を浴離剤とし Bk を待、、 Ce を除去した。

6 Bk-249 は l O O KeV の弱い¢ー放射体で族知しにくい。この他生80Mev のa:一線を出

すがa:— branchi n g ra ti o は 2 X l □-5 である。従来は娘核穆 Cf-249 のa:ー放射能の

growth (Bk lµgで 1 日 11, ooo"'c pm ふえる）で Bk-2 4 9 重を知つていたが、かなりpure

匹すると Bk 自体のa:ー放射能を用いて、 Bk の量が簡単匹求められることがわかつた。

7 Bk-249 を 5. 8 µg、 C f-252 を 33µg回収できた。また上記と同じ実験を PU-242

52 認をクーゲットとしたサンプルで行ない B k-2 4 9 を o. 4 8 ｵ g、 C f -252 を 3 ｵ g 

回収した。

この実誤は演者がカリフォルニア大学ローレンス放射線研究所に滞在中行なった。
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I B 17 極低濃度に怜けるョウ素の化匁的挙勁（その 2)

静大工 大木昭八郎

目的 前報（日化第 16 年会）において極低濃度ヨウ素の化学的挙動を掛出分固の方法を

用いて調べ常量濃度の場合との比較を行った。 その結果ヨウ素イオンをtリウム (IV)

を用いて酸性沿；方中で酸化しベンtンを加えて凋出する芍ほ〗かけの抽：H 率は極低濃度

(10—7M 以下）の‘,〗合iま著しく Ilヽざく．それに反して常量濃度 (10-3M 程度）の 1〗合はほぼ

定量的 9,面:.l:lが可啓であることが分つ、と。 Martin plot法によってョウ素の分困係数を比

較したとこう。上店の算実にもかかわらず掻低濃度においても常醤濃度においてもヨウ累

の分固係数は同じであると結論された． 本報では・］ I 続き検1；jし・と結果を発表する。

実験方法 実験に先だってヨゥ累の四 ;1 化炭素溶液を次のようにして調製し,'c_.

適当な濃度のヨウ化カリウム沿設にトレーサーとして Iー131 を机え硫酸々性として

tリウム (IV) を加えて遊離したヨウ素を西 ·;1 化炭素で凋＇］し't. 必要な窃合はモ硝を用

いて脱水し：と。 このヨウ素の凹塩化炭素溶況ぱ実験毎に新しく閥製して用いと。

有：＇姜相より水相へのヨウ素の分配の実験では上記の阻塩化炭素溶液 5 ml に 2 ·..1 定つ硫酸

5 ml を加えて振りまぜ．静置して両祖が分離しi':後両相，ぅ~ら各 1 ml ずつとり：且し

ウエルタイブシンチレーションカウンターを用いて放対能強度を洞定し分配比を求めた．

水相から有機相へのヨウ素の分配実験で！よ上記の四，互化炭素溶茂に等容の 2 復定硫酸を

加えて振りまぜ．有桟相中のヨウ素を水相に振り戻し．この水相 5 ml に新たに四塩化炭累

5 ml を加えて振りまぜ分配比を測定し、と。 実験！まンしべて 25. 0 土 o. 5ーc -c行った。

結果と考案 常量濃皮のヨウ素の四塩化炭素溶液に 2 混定硫酸を加えて振りまぜてもヨウ素

はほとJ"ど水相に移らず分配比は振りまぜ 1寺間 5 分問から 1 芍間にわ、とつて一定偵を示した．

これに反して極低濃度の場合はヨウ素の四ば化炭素溶没を 2 悶定硫酸と振りまぜると｀振り

まぜ時間が長くなるに従つて分配比が濱少し．約 1 浄問振りまぜると一定値応なる． この]:

嗜間後の分酷比はヨウ素の囮塩化炭素溶·；友の関製法によって異る． 箇Jえば四塩化炭素沿液

を調製後暫く放薗しておくとか．芭硝のカラムを通して脱水うーるとかの処理を行うとその分

配比ぱ大きくなる．．芭硝を用いて脱水する場合もモ硝の量を増ナとか．カラムを通過ナる速

度を小さくするとヨウ素の限率は著しく落うてしまうが．収率が衷い程その四塩化炭素溶汽

を 2 規定硫酸と振りまぜた時のヨウ累の分固比が大きい． 水素イオ．ッ湿度を変化させて

水素イオンの分記比への影響を調べた． 常量濃度のヨウ素は水素イオン濃度を 0.5 況定

から 16 規定まで変化させると分屁比 1ま徐々に大きくなる．極低濃度の磁合には水素イオ；

濃度を増すと分配比は急激に大きくなる．分配比はヨウ素の濃度によって著しく変化する。
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ョゥ累の濃度を 10―3M:から 10ー13M まで変化ざせると分困比ぱ約 100 からョウ累の濃笈 1r-7H

に至るまで怠倣に沼少し，分固比は約 1 となる． ョウ累の濃度がそれ以下になると濃支

の診笥は比較的小さ＼ヽ．

水国から有湿相へのヨウ素の分紀の実験ではヨウ素を前述のように水相に振り戻して用

いた． ：：の水相に新しし、四猛化炭素を加えて振りまぜると分匝比は振りまぜ芍間ととも

に大了くとり 2 "寺間後にほぼ一定値を示すようになる． 四颯化炭素中のヨウ素を 2'1 定

硫酸に振り戻·)し際の振りまぜ芍間を 2 分間と 1 "寺間の二つの場合について比較したところ

前者の水溶ばを用いた方が振りまぜ籾朋の分配比 1ま僅かに大：いが．約 2'芍間振りまぜる

と河れの＇；；合も同じ分配比を与える。 ヨゥ累の水溶泣について Martin plot法を適用し

；とところ．，前報のような直浪関係は得られず下に凸の放物浪型の五線が勺られた。

以上の結果から，極低濃度のヨウ素が水溶泣中で I2 として存在ナる卦合；ま常置濃度の場

合に比してはるかに小さく，大＄分のヨウ素はある種の憐離．’した百にあると推定ざれる．

このようと水溶ほに有機溶渫を加えて振りまぜると解離していたヨウ素ぱ再び徐々に緒合

して I2 となって：J':I!出されるの 9であろう。 揖低濃度のヨウ素＿つ解離反もとしてま：，tつ (1)

式が妥当であろう。

I2 + 2貶0 <== HIO + I— +H3o+-.......... (l) 

：：の平衡定数は営量濃度において 3 X 10ー13 と求められているが：： （つ値！ま湧低濃文·.つ―§よ

あて卜（ままらない。 一方有混相に：』且ざれ，とヨウ索ほ一部分訂復掴中の水によって上万の

ように悌離し．真に生成し；';: HIQほ反応（ 2) によって IOタを生戌•:/る、つであろう．

3HIO + 3貶0.=⇒ 3H301-+ I03-+ 2I ―・・・・・・・・ (2)

反応（ 1) および (2) を仮定·Jると有憫相におけ 3 ヨウ累（ I2) イう日り合：ょ·‘i・為祖中にとり；人ょ

れ 3 水によつて著しく影社を受けることがう‘とずける。 肌ちせ硝を用いて有:姜相をあら

かじめ脱水・9← 3 L これらの反応しま右辺への進行が:'.:;ざえられ，同～名に生戌しているイブ―ン

型のヨウ素の一部も水とともにせ硝に菜われるので阻対的に I2 つ',';Il 合が大： : •i：ぷ．

脱水し'.J:ぃ鴻合ほ反応が進行し打対的に稔の薗合が小ざくミ 3 。 そしっ結果．ff } :]: 

2 規定硫酸と振りまぜ：と嗜の分配比があら、i~じめ茫硝を用いこ脱水 •9:―召．lユ・序＇、、によって

影口を受けるの-f.あろう．
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2818 極侭濃度アンケモン（JI/)イオンの水藩液中にお It 3 藩店吠態

象入理化 斎藤信房 馬；刹久火一 o 荘司辛

!) Jy-。否）生金属であるアンケモンのイガンの水祖にお 1ナる漆仕叙＇悲 1: ついて 1丸マク

ロ舟のク易合にi匂して、、くつがの訊告が＂元ざれて、、ウが＇．，｀、また検討·す、• 3 多くの問題がろ

る。 一方ノ ｝レー 9- 4 のク易合につ・‘-eは甑告が＂ r, " J;、.;であ 3 。 アンケモン (/11), (V) の

イオソ，，クち, (///)のもウのみか＇・ジヶゾンによっイ府成·落臼帝，：拉7出可庇なことを知ったの

ぐ トレーサー骨のアンケモン (Ill) ィオンの過虐希成—逗逗f岐ナトリウム苓液fにあ’/1, 

• "湛杓畝｀廷を戎註苓加出法 Iてより研究 L た。{ ".5名果を級告す 3 。

2) 食欽。 1) I-レーサー。 アンケモン1-レーサーとしては Sb ー／2夕を便f.f) L た。

Sn-124 の熟1'·}屯｝ 9f肘 1, よってィ条られる況I25 の厄凜変，= !·,}生す.. 3 嘉I紅を

釦且砕ケ輝して堵成と l 502.,を次ぎこんて’' :fb.(/1/} T L, ジ今ゾン一、四項羞化炭素で＇オ由出ざれた

もの，，みをトレーサーとした。

ll）幻いじの湿，J足。 5b-125 (lll) の邁い史過逗い反ナトリウムシ容成（イ方ン！蚤度 3二）
乙挙肴緊 L たジケ｀ノヽ9 ンの四堆呈直青羞汲の写住積を，一定温度て｀＇アンケモンの分配が＇平衛 1:

迂オ 3 ｝て‘砕り 1 と＇たのちン両本目がら一定叩看，，海成を')'.')、 そ／｝ l,\'. ＇’ノ／し Sb-I え． 9 の放こ例

説を利定し／ケ砒比を求めた。

ハ）水相の水素ィオン；累度の遺l 定。 ’K ,tィオン；農度の低、， r :ろ）t r H 計により）水素ィ
ガン渫度の品いとこらば滋り:/i...J：よった。

3) 、そ戸果。向対故目‘盛で＇綴柚 lこ/jf局t kt.ノ希釉 Iご；累度をとづど，ケ仮しとしージヶゾ・戸紫度の

グラフ'('‘ば一定の水素ィオン：泉度の下で＇勺配 3 の直，窃くとなる。 i rミな訊比—;,j｀｛イオン；累
度のク"ラフて＂ば一定ジ’チゾン濃度 I：吋し 夕＞pH> 3．ダの雑ぃ爽，て'’勾航 0 の直．壕， o.s> pH 

の領戌てー＇勾面もー／ の直線、とみr;rすことか＇デでぎ 3 。 3．夕＞f卜I > oぷ0}令勇戌て＇ーは曲、線とな 3 。

吟方察。アン今モンイオンの有令·と逢［い笈イガンとアンケモンイオン麿l の＄音イオン

杉成が．ともに希成でぎ 3 とす，It}-;.",.t初出反応" -綬択｀がよぴ冷庇比了をつき" 0}よう／：書く

：とが＇で｀ぎ~. 冴祇相中のィヒ労桂 1紅ミとみなす。 (H卓＝ジ‘ケゾ＇ン）
呑気的ヽ；

3-n-m 
Sb (OH)五 (H 込）仇 りがす（ r- 仇） Hふら (o/1,1)

二滋（OH)3_ ，， (H込）/'(0勺） + （ 3-n- 1fl- )H., 勺） + ( n+ p -3) 佑0 (a『

『＝
号［砥 (OH)3_p (H])z) p]。/l.岳

詞['Jb (OHね (H])~):- -n.-.,,,._J呼

R. E. C。四j Cた~ W, H.. Mc Ve.'jの方法/:従って臼j式を変形し， アン今モン
(111) イオンの配位孜が 6 を地えぬ'l L て守株，4¢ 果こ比較、す 3 と f= 3 / グし＝ 0 となって

抑尤及応の一般式ぁ＇よが分祉叱 1古つぎ｀、のよク／：痢箪てな 3 。
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3咽

Sb (OH)れ勺） + 3 H立z (Of/..9）一品 (HJ)z J3 (ot,_J) + (3-n) が（々／）
ナれ佑0 （平

[ Sb (HJ)z ら］。n..3 CHぇ1)z ]3 皿J

t = 1;虚（ OH):” J q名＝豆〔 H.,.応； (Kれは足孜）

露栢果とこ"l式を見くらぺて''/c;す日中の主t:,; 3 化芍病は5' >/H> ふ夕のゅ戌心

Sb (0H)3, 0ぷ冴’H t7)位峨：ては Sb (OH).zナとなる。従足つて夕＞ fH > 3、ダの令局成·て’起ぎて、，

a 祖1 出及応のうクの主及灰： 11:

Sb(oH)3 cap + 3H2ち（ O呼）ギ品 (H ら）3 (0げ）ナJ II.,_o (49• 反i:_, (I) 

と秀えレ Al 、. o.s > tH の令ぃ城-c.•',.g ifてい 3 坤出及応•のうクの主及応／な

Sb (oH); 区[) + 3 H2])Z (o几］） ＝均 (H])Z も（呵）＋ H+＋ぇ出 0 {at) 石応 (2)
乙芳えら 1/L ;!;。 少＞tH > 3ぷ)'.. 0．夕＞l'H の両令か或＇て＇’そJ/しそ'. 1/l 及応 (l), (2) のみが‘

起きて 9, 3 ど似fいえし，宍枕データから求｀めた反応(I}. (2,)の平街足玖 Ke,, Keュ＇まつき．，の

ょクて••ある。

Ke,= 
□ (OH)よ¢[ HふJ 3o.,.3

(Sb (H均~)3 J。呼
='l-.7 Y. 10 

/0 

応ん=- egb (H.1)zh] 。ん9 (H 勺 ag = 3.'I-X IO? 

[ Sb (OH ぶJql [ H占J3勺
全令印洟·にわたって反戻. (JJ, (2) が＇ピ；しに起ぎていうと L た名合，分函い：t.名’ま

3 

(H2功］。yf

I (H 勺
—+ ---af 

[ = [Sb (H辺）、コ

[Sh (6Hみ］«;ナ [Sb (o心]qt
= 

ke ke2. 

こ h 3 か．, tき（：近似的,,択めた Ke1 と Keえのイ直を 1\‘ 入して『ど [HfJ ^iの肉係をク｀＇

ラフにし 1 み 3 て安；刻の曲．f泉てよ< -政ず 3 。
つき‘'r て 7 アケモ｀ノ（Ill) 1 方ンの水和ナにあ• 1プ 3 伐嘴的加水分辞反応の一つて• 5 3 

図 (OH): + H20 ;=:=Sb (OH)3 + H -t 
をどりあJt＂てみ 3 と，

k{3 = 

このみ令の平牧逗孜 Kもがき｀＇のよクに L て求められる。

(S'b (OH)3 J [H勺 Keュ心
= --— =7 X /0 〔 Sb(OH 苓］ Ke,
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I 819 放射，t生ァン午モンの化消的行動（その 6)

脅火旅射狂・玖脅 〇神原鶯胎・ラ可屎崎iE犬・菅シ召＂~齊木准1系・中喜
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2820 第ニセリウム硫酸溶液における Ce-144 の自己放射線効果について

東北大・理 塩川孝信 八木益男 o 泉類詩郎

1. 放射性同位体の化学的特異性を考える上には．それが生成した核反応あるいは，壊変に基づく反跳効果と．

自己放射線効果を併せ考える必要がある。特に溶液内ではそのエネルギーの大部分が吸収される a 線， 8 線，

内部転換電子などの自己放射線効果は重要である．大線束の r 線， X 線，電子線などを外部線源として用い

た放射線化学的研究は少くないが，このような目的のための自己放射線効果に関する知見はいまだに乏しい．

そこで内部線源として． Ce -Pr - 1 4 4 放射平衡系を用い Ce (IV) -0. 8 N 硫酸溶液に対する自己放射

線効果について検討した．また一方 Ce ~ Pr - 1 4 4 の B 線スペクトル（図 1) から 8 線の平均エネルギ

ーを求め，それと Fr i cke の第一鉄線量計から求めた 1 壊変当りの平均吸収エネルギーと比較した．

2. (a)試薬は特級品を，水は We i ss らの方法により精製，ガラス器具は水蒸気洗浄した． （b）放射能測定

内部線源として用いた Ce -Pr -1 4 4 の放射能は， 4 1r 計数法により絶対測定した標準を用いて T 線スペ

クトロメークーによった． （O）試料および測定（ Ce(IV))。 5 ~50X10-sM, 〔西S04)=0. 8 N, ・放射

能 3 ~3  0 X 1 07 dpm./2nl, 全容量 3 2 ml を共栓つき 1 0 0 ml 三角フラスコに入れ，適当な時間の経

過の後に， Ce (IV) の減少量を吸光光度法により求め，放射線還元収率 G(ce•+) を求め吠：．

3. (a)吸収エネルギー 1 壊変当りの平均吸収エネルギーは． Fr i cke の第一鉄線量計を用い，放射線酸化収

率 G(Fe3•)= 1 5. 6 とし，分子吸光係数 eFe•• =2  1 5 o 1. mol一'· om_,, (2 0ー 0, 3 0 4 叩） を使って o.6 7 2 

MeV／壊変をえた． （b｝還元収率 0. 8 、 N 硫酸溶液中での Ce渭）の分子吸光係数 eCe4＋は， 1 8 ー0, 

波長 3 2 Omµ で 5 5 8 0 1. mol -'I • omー1 をえた． この "'ceぃと平均吸収エネルギーq (O. 6 7 2 MeV／壊変）

を使って，吸光度の変化量と時間から次式により計算した．

G( cieが）＝ 5. 1 6 X 1 014 ·△ e ・£―1• tー1 ここに A は全放射能強度 (dpm), △ e は吸光度の変化量．

tは時間（分）である．えられた結果は表 1 ．示した．

表

(Ce WDoM 放射能，mo G(( 5+) G(Ce3＊杵

0.5X10 ..... 140 2.6 1 2.78 

1.2 1.4 D 2.5 2 2.6 9 

0.5 0.8 98 2.8 9 3.08 

1,0 0.898 2.28 2.4 3 

乎均値 2.58 2.75 

* fJ線スベクトルからもとめた平均エネルギー
0. 6 3MeV／壊変を用いた値．
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28 21 水溶表に上 lナJ., 32p p線軸の成玖ェネ）レぎーの和］走

東人紋養当秤
牝）啓表文、生

ね湘‘二邦， 9 乗村芳文

水洛没における衣文射化学的およが荻射旅化営的研究に際して lも荻射依ょ'} (/)拉冴·1線ェ

ネ）し共‘- "'9反蚊量と正碓~にぅ則走クることが； 童零，ょ課題となることがある．

本研免は内郎禄冴、とレて azp £用 vヽJ これがら発生 1 る P 楳Q) P及、政ェネ IVギーし，鉄線

登計とヒ素一絃絲羞討を用いて凌l走ーレ）その結果t:. tt較萩討 9 ることも曰幻とした。ここ

l：：ヒ素一玖線量計とば，磁醍オー絃、と亜ヒ醍を含む O. 'i! N 底酸羞液て••あって）放射棟熙肘

パ志果生戌する欽［111) I丸玖（Ill) によるJo4 -y-の光吸玖を直持測走して求めるものt'・みる。
** 

吾々の民報、の笑該：によれば｀ノ ヒ来一絃緑童計，ておける両冷俊の酸化 1:欠/J)よう 1ょ連裂及応

1-::: よなわff)て••あると埠走3 孔な。

l) 出 0 - H, OH, Hz.釦

2) H + Oz - HO乙

3) fl ;-o H---"" fe"'+ o·H— 

4) 総" +OH- —•· Fe111 + o H -

!i) A.sV + Oz. +田ー一~ Asv + HO 乙

6) fe''-,. H Oz + H 十ー→ F;II ャ Hz Oz 

こII)よう 7$ 桟楕にもI'..つ．． Iう l丸ヒ来一欽線量it r-:: Lり~る紋（lll) /J)J愛塙的 9ょ双肘楳孜李は

直恢 ‘d:] よ式て．．うえられる。

G(Fe"') = (z ＋表） GoH + (J +五） GH + (2 ＋右）知O z. (7) 

i旦 u ノ -fe =和／釦J X = [Fe"み／（ As"'J。J 釦， GoH) G叫土はそがそ汎叔肘禄ェネ～が一

100 ~v 当り11) »及政によってJ Cf) 0)及応てせ成すゐ H, OH, 出O.z..の分令教、てある。追って
紅“')"'j直 11 { Fe"J./[As"']. ^ i血，ミよって走. -aリノ ‘ヽ "'1也と小 3 く すれば 6(Fe'’') は荻森童叶

}-:: l:.t較、して久さくする、、とがて．．ざゐ。

戻 9食によ.J-'\.. 1;1.ｷｷl l:来ー紋線:-ttt,-::.おけなノ綬盈対肉と紋（111)生成をの町飲，丸が呈｀釦引肉ヵ‘

余リ悛 <1i- Iう,J-1... 1;t直禄と Ti-~ • f足って， ヽ｀ 0)内希の知 1示がら） や"'f禾泉の平か3 r.オ、 1バ

一ふ‘よびその口tmi 9tmiJとして 坪p f緋—/J) P及政ェキ）レギ· - t求‘める、、とが-{•3 ゐ．叙

森竜計と比較レてヒ来ー紋森量示II)唸度 r-i.救 1告 rょ，、レ紋t 1令となるので，比較的少、逆の手

^ f f泉によるエ矛 IV キ・一の吸幻塁1 る、、とが可能て••あゐ。

メ アンテ毛ン一荻森董叶で.t,,玖f liぽ同様 Tょ·屁采がf昇ふ←ゐ。
* * 日本原子力芽会賽釘({f 63).
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.28 22 放射性スキャベ‘ンごヤーど l丹 I ＼るメダンが放射叙化汲

如u. oi k知sa5 ｰ 11 、山睦夫一 F. schmidt-B/eek F. s. &o|と..,4

舟撥物 Ill ホ．．J /、アトムィヒ挙f放射線分秤の珂碇J= 11 ，サーマヽレg反たこ木・ット十4 反応と

町l するたみに l ず l,不・・スキャベ‘ンデヤー 0\‘｀弔いられる。 たと之 Iな‘‘，↑亥及克、によ..,て反践

セ,rl T" ・） Jみる 11'な放射緯、今孵 I二よつて生虎•I /=.水乗原みのうちす一":t Iレ r戌鯨 l二みる令、

ナ，3, オレカン，）ヽロ T‘ ンや統系とすみヤかに反応 I てホ・フト厄反応と愛とつ戸ヒ合約を

彩沢‘巧ク。本研塊で 1gこれらスキャベン芝ャーの反応啜燐口検討すうたあ，仮 4 葡軍口糸

t.. I てメ 9 ン乙えら仏‘‘r 捻と』＆射 I 1.水糸ぷ＋ャラ戸力 Iレを生れせ 1 めた。二のこヽ＼，1，

キャベンジャー之C.叶様賃 I ておす Iなり生成‘物の放射能．名洟り色する＝l:: Iこよって令、の殺小

n 要化t追求‘て‘‘さ，分1)度iの反応過程区灰O る二乙‘‘さで｀さる。↑旋和炎 1と水糸きスキャベ:;...ジ

ャー乙 I て司 19 た場凡拉嶽量井在する薇が1‘淑村能と持っ生戌‘物，，，ハ° 9 ーンに大さな条

常とち‘よぽ｀寄二乙と柊ふたゎで級象の効泉｛検討 I f=。

困 \I た線菊、＼も 60 令ユ‘J - n G‘゜て＇照射位屈で 1a 約／． 3 X /0ザ／ir の楚兎. J:持って

91 た。メタン 11 M^theso勺のオ屯品 2 活佳炭，＝よって椅度り ニオ（ 1= スキャベ｀シ乏ャーとJa と

てずレー 7. 今 ••9 7ー.. →ヽ I r=-豆，2.如n 危毛—ノ 0 のI の Iぐイレ・1 7 7、·がラス偕に封入 l

這紺 1 戸慇射4麦試叶と、 I ら、ヽろ刃カラ A ユ吋 II てがスクロマf 7，，→フ法 Iミよって令蕗

走量 1 た。てス・ ヒ°- 7 ，ず熟ィ云尊麦型棟ば濠 1＝よっ汲l 足 l J績 II て 7• o ホ゜一ニョナ IL/カ
ウン 9 ーによつて旅射粍ヒ• -7 K 言f，録 I た。

t CH4 ＋比 C - d4出令＼

ci+によ卜つて喉蜻ミれ丘佑戌物，;I: J c, よ＇） c,,' こ 11 た 5 iて｀·検仕｀、され下つ＼',主内‘分と痰晏戎｀

今,::.大 5,) される。 す B わち，莉店 l=,2 エ 9 ンJヂp Iぐンよ、よが 7‘ ？ンカ＼•,ノ 1委角，＝ 1ょメ？ン

才｀／ 7̀ ？ン｝イソペンタンスよひぐ三クロ 70 口，、0 ;:...-tJど；る＼•,；；、オる。エ？ン， 7° ロハ゜らプ｀夕

ンの生叡｀様椿s, h 水ぞれネ式，二よっ 7 談硝される。

C.H4~ ラジカ Iレ,J 1, オン｝励走e令+-'水糸念ナ
H + H2 C = c"' けュー丘＞ も C-e H: ••••• ---- •• — 一 ＾一・—- - • U) 

もC.ーし咽十 c H3 与 H3c -cも一c.H; -• • • ---- --- ••• ----l2) 

も C -eH! -t Hうcーと屯上ら的 C-c..H2ー叫—叫？ •- - -. - - - --. (3) 

もC-tH: -+ c 出一旦→ H3C-CH? ＋と~3 --. - - - - - -. (4) 
嘉、9 C141.'涌潰されで：：と乙ず、可。

ヂ d ペンおよがヴン I? tの（セ I::. {~(6,〉 (7) の反文、 1二よ 9 てi:生 A‘ ずるづ＼‘'，反応品希定森み・

J t,.ｷｷ a放射紅の渕，を結果から角土小，九喜ヂ，3 ，少— o ヽヽ。

比 C=-cHf十と H3~ もC. -CH.2—叫― - - -- -—` -- - --C) 
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も C - c.出ーとぶ 4 砂」王＞ 虹—CHr- 0t-CH: -- -----—ー（む
出 C - C H2 -叫＋ CH4 」ら 11.J C-CHュ一叩: + CH5 ---- - -(7) 
一う像を肉｀分でみクイ、l 7‘• 9 ン，イ｀Jペン？ン 13 ，の I二よっ z 生 h\‘ ↑た 1゜＇コ1::•，レ・ヲ豆

｝レがイ・/ 7• CJピ＇レ・ヲ~'Q Iレ 1 二 A 、Jメライス:· l,  々小 1＝メチ 1レみ~,,＇プエヶ,,__.ラシ‘力 IレクI'寺

稲ふ l て入戻たその乙芳ぇ 5 れる。gス・ニク 07•0,~ ンが全 A‘ 豆＝と，9, メ 4 レンがェ
.:+ Jレンの二會系舌合/=.,吋加 1 て生戎‘才ると危ユられ瑛昧ぶかし 1 。

2> CH4 -ti杞：： C咽·、

c門碍：耀ミ＊た生成｀吟 Iプ，エチレ;:;,., 70 口七°レン， 7··7 ~・エン，エタン／ 7.0 J\.ン，フ••

？ン，-,:··でみ・）月サを和化今 9ク・3 長埒叩更射 I＝よって硝表し， 勺ふ lz 対応 I z 舵和と合物メI•`

増加可ら。哉‘科中の＂の企放射筵す，ァセ＋レン双 .ヽ. 存在すクかざ 'l ＼＝お、＼て照村峙l可と

裏＜巧る 1＝→小t逍｀，ケする＝乙ょ・｝，生 ~1-,;. ヲ戸ク，レ 17, I差求反ぷ l て高介｝と形叶‘ね
ｷ1 ~ z 房えられる。

`4• 

う） C /-f4＋｛！宣C.H..H+02 条

(
oヽv

100，下二0-2
ヽ ゜ヽ．、そご咄＋知CHュ＋Q
、·-·→-
ヽ·―
ヽ
ヽg

 

蜘
壮
、
ぷ
｀
N
0

°‘‘ 、、
、_ C出＋ti匡C.H+02.

‘·-----ｷ-ー。
o. 
0 2 4 6 8 10 12. 14 16 18 

亜射時向 (.h r-)

r"il 1 ：牙紐和化合拘の Oュ哨失返表におよ

ぽ平影穿 ｝ 9 ン 7Oo,,, Hi 
工今レン 0.1.,. アセ千レン～90-3メ

ら 0、 I •/。

日 1 1＝示す二＾とく訛粁gメ 1 ンと哉

尿のう，，，糸よ •I t：：れ，~ I／礼了，，，•他

和くと合 2加えると，級1(, "I~｀，レ患度

°‘｀ち l’｀る l <イ足直され；． —分牙

叙和化冷柿 Iな 13 とんと‘‘滋｀，htず｀＼，我

奇ぶ存在すう d\ さ.') l=- 巧，I (. J ~射

性を A｀窃，1-,心／、そ，，，疫 Iし＊茶巧・ょが

級条を必を［ヒ合？クアfレ〒’'ヒド，午｝

ン， でしコー Iレ B ど‘戎‘牛食公士 •41 5. 

;x .t.”吃の虎瞭，こもピす‘‘ヽI て， 反え．‘

“諭的 Tば吻よ｀））一‘つの可り[ g 

祈 l `‘＊条原ナ＾暇系 1＝よタス守ヤ
ベンジバ気得狂翡召り。
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2823 トリがウムがス埓翁戎によ 3 血囀ア//, 7' ミン灰トリ砂ム化

康大，厨 9紅 。中）1/ 令史 鶴麻互

、1JV ス伐廂戎‘Jd I トリナウム化が穿屠であ） 1、→と”グ莉、を月たみ，伶グ｝化合均／グ勿線，埓

に俯 0 汐沿で樟眺iヽ．＂桔な高う}- /t令籾 I・対すj榜識方）玄と I T 註沼 3 4(T 床た。 ＇か 1 J 

店休命分｝物賃の棟滅4t,ー・加すj板伊/,!ク（，且 ”K グ m 殷，ピ{J\,万歪すj Jプ T あJ.

が h （;J''し I、1,ー｝伏JC J' •1 t血靖ァルフ＂ミン ·1ごマ、、 T 卜 l プク lI 化さ行い,ト')ナウム化

によ？て庄 K たク化を，主／ご卜yナウム化ブッJ. fFL靖ァルフ・ミン K つ、， r, 玉后fどゲ約 I

江財化〗 9’？いい｛と『的に検叶 l 'le

［皮策・徘戻］

(1 ) トリケウム化'.

祝料t卜）ナクムかJ..ぎ一狙サ『印烙彩うせ 3. これ拍作／;J I ガ’ス硯Jヽの防止しトリナク

ムがス n 劫厘釣枝勅しに危、杞古f,.し'T 努作 3 J、たトリナ｝ム化装置（蒻殊試iF) 1c)', r 

仔？た(『od;o i sohfes ，拉， N。 1, 82. (1961)) 。

祈訊料 K ついてグ条件 1オアt1: (JI豆ークであj,

トリケクムがス

2C  

圧力

70 ，，，，，，，ク

埃危的如

7 、ヒト如ガ 1fレ 7'・ミ,._.. {（り
(H') 2 C ?tJ ;,，，伶“- ll 

乃)-血清アルフ＇ミゾ 'f C J劣°”噂 y , 

冷該料,-;;, トヅケウムか＇久と灰悠痺表面禎名七ョ＜-(JたJI}/~,>策館社傾葬衣？位ff/ぽ．

(2) J、y}血靖ア 1レ 1＂ミン：

み裟含山戸 3 叩紅 I て得た 7 ゾト血靖ア Iレフ＇ミンさトリナウム化れ後 1 □1古JH伶亥

め招的で羞祈／凍竹釦荼 I 'f.:糾料!~....,、＇ T I ア祀の穴（亥(ti.)~ (C) r J;/ノ玩后化 9 約 ll µ•笈

ゑft炉 99 1：枝材すjと問瑶 K I ¥め姐財化デクタ位啓 Iごついて 1 飼へ＂た。

ば） ヲ9 訊愛凩':;f濯—ーか" /H (“I ぷ0 ノ 4ダ／ J, 0) Iで1,'いて岳初り吸ノ・呪ー椋r 勧イ辰にオ

／て／へ° - II° ク n マトグ？ム・スす x t F J̀ 7 T r吟巫’”グ約佳,!_ 6. だ戻松をさ行アた。

r ＂枯戻 I V…—aI 勺fer （乃がノ／ー().り） ／T み，，て／立考グ血ifア Iレアミン・ヒ゜ー／ ＾佗

1~ l 易負虞，，，X? >ノj,、-tぃ此江肘fど、窃ぃ巧賀／炉柩が杉ぴグ 4，た。ス／卒を、乞紺正め炒／て

1-;Jノ屠該ク b ヽ・ 1 とグ血 Iグア 1レアミンと愛，で I' _3 :とが祖孜ク ,/L た。

ゆ） ;/I 7 ム 7 /Jマトク“7 7--- E·?• 1 グ｀クt埠痢1 づイし）ように／アルフ＇・ミンのヒ0 - l に

喝技 I T /比江射りもの高ぃf叶戸行在十‘蒻ぁクjL た。
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.,”‘,eベ1 孔砂如
200 初0 60o goo /000 

哨l.ue,n& vdui>le (,,,/). 
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免戌祖凩派勧，虎号；幻斧

反広（布屈） 3 行 7 た翡反

沈得反た油痒 K 戸 4 痘化

bゞぼがりJ(},f 4, ｢-t J t 
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3824 かPbの色印耕役 I可庄）2.00 Ti°'ネットア色ィヒ栄

庚丈木亥石汗 o 脅藤一犬 ち"J葬眼 富田功

直放和澤的府壌 F 1手う不．／トアトム効果iー＝っいて（ま蚊夕くつ祠い Ti.、J At r,' 
るが‘，紗く (1｢ n 啜また 1"亥屡住1年度夜（二伴うtの(•あ.,て，電子楕複噸）ネットアト
ム効泉（ニ"),,て（iib t知うれて，， Ti(‘。衣、ク（なサ 1 イクI や卜りン"';). r,/-ン、翌和［＝卜つて
亭茂の製逢 E 行う膚（二／ 2.0•'Pb <7) ft#壊こ••生り・｀ゐ 2OOT父の状態が T.Q.(]IL) 5 レいこヒt i 

弘し、 こ 9L らを明らか［ミすら且約て・ミっ突狩 E （よじめ「＝。
? ／）ういの叩知I. ~皿て••あり， T父（エ） 1 注知••あるの (=T紅）は子命足 e 3 いて＇’

る。含 F 水忠哀中 1=- l,• ljら Ti (I)le T必JU-)，，J旬の危子授妥'. 1= ついて心くわし、ヽ珂究；•あり／

塩素／ シアン ri t＂の陰イオンt合む威性恭液中に K いて（Jそ0)霞子唆~ I不さわめて速か r"
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叩‘1 が喜‘F5 行わな＂ていまQ核狸とのパ炉'"f応か溢祓泰夜tえらんだ｀のて•あみ。
）案盤か五 1
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/し`‘‘-~—―—·＿ー＿へ／～～
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表L

担体と量 T..Q.(I) T文 (lIL) TlU）十団（皿） 無キ旦舛ミ
（汎い 1 、 I 2 D. i~ 1./2+ 0. 妍

頂直）の％ 2、5 仝 I oo 4-3 仝 TOO

3..2 り 8 千r -::'. ¥00 

言t箪直 (O) (/ oa) i (4千，2.)

（カッコ内ぼー様（＝分蒻とさJ/したとィ及定こレ在魂；令の野角直）

4N 塩該中 2•• 生成したユoo T父の杖態

患放射胆栽店（よすべて 10 4-ャネJレシン今レーシヨンスベ？卜ねメー 7 -€ l司， 1 て

ぉ： Tiった．炉合とェーテル屠 I= 今、いてュo°T父の逗l<.a.かの必七一瓜も令直釘直t
砦Jえしf=.、ヽの隙（月痔 I=- 生放‘するュ IT文の I 6 7 I< .... マヽ I t象の影喀 lと全くうlJな，，し考

えら 4 1.. ?a. 

1 話 采 1 あらt孟唆嫌厄 F お（ナみ実験 l な 全キ釘茶 Tiうい｀に T丈（エ） K よ広復（エ） t辱料
rJ.らび・（＝表令） t桓｛千としt l9 いたもq名．2 つの時巌飛さつく‘)そfl.. 5 をー釦して行，

f::;.．：：：の一例を表 1 に示しtふ h. 'B心かooJ..')らの括果ヵ、 5 9月 5 かなお） lZ 
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祥度の実倹の恭度 l＝お U ては喜 l直担1年と度えてよ"：：：と E ネして＂ら．

水唇の翠怜e. l o.,..文とし F4合、令峰， ll'l 足の投差(;);t 1-（立と方えなり＇叫'rぶ 5 fi ll. 
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38 25 有撓ハロゲン化合物に共ける (r, n) 反応の化学的効果

東北大・理 塩川孝信 佐蔭敏郎 0 伊沢郡蔵

1) 核反応の化学的効果に関する研究で (n,r) 反応における脂肪族ハロゲン化合物を取扱った例が Bzil紅←①正加rs

以来現在もなお数多くある．中でも臭素化合物に関する知見が多いのは，化合物の性質，生成核種が他のハロゲン化合

物より取扱い易い条件を備えている故とも考えられる．（r,n) 反応の場合忙もこの事情に変りはないが，従来この種

の試みとして著名な例は Voigtら のものに限られ，かつこれには現在では種々の問題点が見出される．そこで

02西Br につき (r,n) 反応の効果を検討することとした．

2) 充分精製した C迅Br を掲色ガラスアンプルに実空封入し，日本原子力研究所の 20MeVLINAC ．による制動放射

線照射を行った．常温 1 時間照射後，試料を暗室中で □. 5 MNa2s o. 水溶液処理し，有機，無様各層の放射能測定を行

ぃ，有機層についてはさらにガスクロマトグラフィー分離を行って放射性生成物の分布を調ぺた．同様のことを C2恥B、

と Br2 の混合物についても行った．

3) Voigtらは 4 D MeV 電子線の制動放射を用いたため (r, n)反応以外の核反応が生じ，結果の解析を複雑にしたが，

本実験の 2 D MeV では (r, n) 反応以外は認められず，測定対象核種は MmBr (4. 5h) のみであった．得られた生成

物の分布状態は表に示すようなものである．

0祖sBr 単独の場合に全有様層に分布した80全r は 9 2. 3 ％を占

め，（ n J T) 反応の 3 2 %2) と比較すると異常に高い．

このことは Voigtらの実験でも認められている． Br2 を混合した

ものはいわゆるスカビンジャー効果によって著しく有機収率は減

少した． Br2 モル分率0. 3 7 では6. 7 ％となりこの範囲では熱領

域反応が消去されていると考えられるので，前記高収率値は大部

分熱領域反応によるものと推定される．熱外領城反応の割合は

生成物の放射性収率船

生成物
臭素モル分率

□.□ 0 0.17'0.37 

CHaBr 1. 5園 0.7（叫 1. 0 し分

C2IJsBr 4 9.5 2 8.2 1.4 

C馬CHBr,J..+C均Br) 1 9.7 6.5 

} 4.3 BrC丑CH2Br 1 7. 7 5.3 

その他 3.5 1.8 

無機相 7. 7 5 7.2 竺□
(n,r) 反応の場合と同程度でありこのことに関するかぎり予期されたように核反応の相異•したがって反跳エネルギー

の相異による効果は認められないことになる．ガスクロマトグラムには顕著な OH3CHBr2, BrO均0均Br の生成が認めら

れて (r, n) 反応では放射線化学的効果を伴うととが示され，これが高有機収率に寄与していると考えてよいであろ

ぅ．珈Br 再結合の主生成物は原分子である C2氏 Br であり， BrCH匹均Br, OH3CHBr2, 0氏Br, OH2Br2 などにも分布

しておるが現在までの実験ではそれらの生成機構に立入ることは困難である．放射線化学的効果が (r, n) 反応では

顕若なので熱領域反応系は一般に複雑となろう．

それ故当面熱外領域反応に注目して再結合撓構に立入りたい．

1) A. E. Richardson, A.F. Voigt, J. Ch細． Phys, ，2.!1 845 (1958) 

2) B,Knight, G.E.MiHer, P.F.D,Sh祠，J. Inorg Nucl, Chem,, 径 15 (1 9 6 1) 
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3826 3sce(n, p) 3ss 反応の化学的効果に影響する諸因子について

原研 0吉原賢二， 海老原 寛，柴田長夫

（目的）

35 Ct. C n P) 3 s s 反応の結果生じる 35 S が， s-, so;, so4 などに分布することはすでに知ら

れているが，結晶中における 35 S の状態についてはほとんどはつきりした知見が得られて

いない状況：である。また酸素や水分は結晶全体からすれば少ないにもかかわらず，相当 r

パ、一七ンテージの 35 S が SO5ーや SO4- •などの酸素原子の多・い酸素酸となるメカ＝ズムはま＜

．たく不明·である。演者らは日化第 1 6 年会において口祇電気泳動法妃よつて s -, so, —, 

so:- などの分離を＇おこない，二三のアル・カリ金属塩化物を原子炉の中性子で照射したとき
生じる 35 S の化学形分布の決定をおこなった。本報告ではアルカリ金属塩化物のほか，t

ドラジン塩酸塩，ヒドロキシルアミン塩酸塩などの塩化物，およびアルカリ・金属塩化物(f'.

単結晶たどについて， 35 S の結晶中，の状態，イオゥ酸素酸の生成のメカ＝ズムを追求する

ための研究をおこなった。

〔方法〕

塩化物の結晶をJRR-1, またはJ RR-2 で照射した。結晶を水，精製メクノールなどにと

かしたのち；口紙電気泳動法によって 35 S の各種化・学形の分離をおこなった。 Sーと他の化

学、形．を分離するには日化 1 6 年会で発表した方法のほか，〔 C•(NH3) ]3十を沈殿剤とし，口紙防

で〔Co(NH3)凸s.5 の沈殿を作る方法をここるみ，よい結・果をおさめた。

〔結果〕

1. 担体・濃度と P H の影響

中性子照射した N a O L の場合について 3 5 S の化学形分布が，容解のさいの担体 cs-;so3-;

so;~) 濃度あるいは P.H K 影響されるかどうかをしらぺた。 s~ フラクシヨンのバーセンテ

ージは加える担体の濃度を変え，担体間の濃度の割合を変えても変化しない。またアルえ

リ性が強くても弱<-ても結果にはほとんど影響しないことがわかった。

2. 溶媒の効果

中性子照射した N a C ,t_について，水にとかした場合と霞導度測定用棺製メク、’ールにと

かした為合の化学形分布の相達を比較した。第 1 表に結果を示す。メクノール忙とかした

ときI<:;は溶解時に Sーの担体をとくに加えなくても， 35 S は Sーフラクションに一ー部央るが，

水にと込したときには溶解時I<: s- の担体を加えたいと， 55 S ほ s- フラクションに全然来t』

い。メクノールに少量の S―担体を加えた場合と，水．に釘担体を加えた場合をゃ較すれば，

前者の方が， 55釘のパーセンテージが高い。以上の事実は溶解時において， 35 S t,c対して
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水が酸化的に社たらくことを暗示する。

--

第 1 表 照射された N aC l-結晶中の

35 S―フラクシヨンに対する溶媒効果

溶解条件 55 S ーの % 

2 回蒸貿水，無担体 0.  

゜2 回蒸留水， 0 2 追出し 0'  

゜N2 飽和，無担体

2 回蒸留水 1 8.4 士 0.4, 20.4 土 0.4

□.1M so4-, so3-. s-

電導度涸定用 CH30H 5. 8 士 1. 0. 5. 8 士1. 2 

無担体

電導度測定用 CH30H 4 9. 8 士 4.0, 5 2.1 士 4.8

~0. 0 0 1M H2 S 

3. 結晶中の水分の効果

K Cl でとくにいちじるしいが，結晶中の

水分を真空，高混で除去し，これを中性子

照射すると，低原子価 3 5 S フラクションが

増す。また水分の含量の少ない単結晶で

空気中照射の場合を検討中である。

4. ヒドラジン塩酸塩とヒドロキシルア

ミン塩酸塩

アルカリ金属塩化物以外に遠元性の強い

ヒドラジン塩酸塩 (NH3NH3)C l. 2 および

〔 NH30H)C l.の結晶を中性子照射した場合の

3 5 S の化学形分布をしらぺた。類似した遠

元性物質であると考えられるにもかかわらず， 〔 NH3N凡〕 C l. 2 では 35 S は低原子価フラクシ

ヨンにも分布を示すが， 〔 NH3 碑〕 Cl では 3 5 s f:I. SO4ーフラクションに集まる。このことは

0 H グループが生成した 35 S K 強い影響を及ぽすことを示している。また〔NH3NH3)C l. 2 の

場合で特徴的たことは，アルカリ金属塩化物では溶解時の水の酸化性がきいて来て，無担

体では 1 0 0 % so.ーが得られるのに反して，この場合は無担体でも 35. S が化学形分布を示す

ことである。〔 NH3NH3 J C l. 2 そのものは渫担体の 35S04 K 対して遠元性を示さないから，

(NH3NH3 J 2十の分解生成物が 35 S に対する水の酸化性を保護する役割を果していることも推

定される。
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3827 

立教大原研

イオン交換樹脂系のホツトアドム化学（裸 3 報）主としてヘキサアンミンコバルト (III) 錯塩形仮
おけるカドミウム比の影響

松浦辰男

錯イオンをイオン交換樹脂匠吸着させておき、これを中性子照射して中心金属のホット

アトム反応を利用して照射中（カラム方式、流動法）又は照射後（パッチ方式、通常法）

の溶離によつて生成した R I を濃縮しようとするとき、試料を照射する位置のカドミウム

比（カドミウム箔でつ!,.んで照射したときの試料の放射能匠たいする、つ!,.まないときの

放射能の比）が、リテンツヨンならび死分離成分の比放射能および濃縮比紀かなり著しく

影響することがわかつたので、 Co(N Ha)s R 形の場合を中心陀その結果を報告する。実

験方法は既報の通りで、両方式における結果を参考のため一部既報値とともに下表匹示す

,< 樹脂形 照射場所 CdJ七 照射時間 放置時間 リテンツヨン 比放射能 濃縮比

ツ O o -hex 気送管 2.5 5 分 65 分 16.D % 3.08 メシ匈 135 

チ ,, 
’’ ” ” H,280 39 2.66 126 

方 99 気送管 Cd 1 99 270 23.D 0298 91 

式 ’’ サーマルコラム 25 ! 67 1 1,64 [l 10.4 2.78 482 
I 

実験 樹脂 平均流速 リテンツヨン 比放射能
備 考桐脂形 照射場所 Cd 比

番号 」且室L CC Cヅm in % 炉／喝

力 15 Co-hex 1 セシンカト・ルラル(CT) 25 6.4 1.37(1.95) 3.26 NH註し付

17 99 1 CT-C （釉 1 5D 0.46 0.110 

ラ 18 ’’ 1 サーマCルTコC ラJム 25 5.0 0.90(1.59) NH,R 付

19 99 10 TC 25 2.1 2.n6C2.95J 27.9 
’’ 

ム 20 ” 10 TC-Pb 30 1.9 1.19(1.64) 2 7. 9 (ne t6 7. 7 J ’’ 
21 ’’ 10 TO 30 2 24.6 99 

}D.65 C1.D7J 

方 22 "(21と同→ TC-Po 30 2 26.9 ’’ 

16 C o-e d ta 1 OT 2.5 2 48A 1.54 CH3COOR付

式 23 ‘’ 10 TC-Pb 30 2 32.2 1.5 (ne炉45) 99 （内部）

10 Co-en 1 CT 25 7.3 14.4 3.D~3.5 

•24 Co-en 5.6 TC-Pb 30 2 24.0 NH4R 付

25 "(24羞 TO 30 2 
} 3.5 (4.2) 

16.2 ’’ 
これらの結果から、試料を Cd 箔でおおつて速中性子のみで照射したときは比放射能の

減少が題著であり、ま Tこ速中性子成分の少いサーマルコラム内では反対匠比放射能が著し

く増大するととも匹リテンツヨンの減少をも屡々見られることがわかる。このことは速中

性子（及びT 線）は反跳反応と併行してもとの形の放射線分解をおこして分離成分の比放

射能を低下させるほか、ある場合紀は再結合反応をも促進するのであろうと推論される。
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3828 イオン交換樹脂系のホットアトム化学（第4 報）トリスオそザラトクロム銘塩形

立教大原研 松浦辰男〇泉水義大

（目的） ドリスオキザラトクロム形陰イオン交換樹脂系を用いて〔 Cr C C2 04) s 〕十＋＋に於げ

る Crの Sz i lard-Ch ,c lmers 反応の機桐解．祈をする。

（方法） 主としてバッチ法を用いた。照射場所は、主匠、 TR I G.A 型原子炉の勢中性

子柱内を選んだ。又、この中で、 7 cm 厚の鉛で出来るだけ 線量を減少させた場合紀つい

ても行なつた。この場所は、出力 1nn k W で、熱中性子束が約 3 X 10 io n / cm 2 / s e c 

速中性子束が約 3 X 10 7 n / cm 2/sec. である。又り＾＇線量は、約 5n r， mt/hr であるが、 7 cm 厚

の鉛の後では約 2nmr/hr 以下である。試料は、〔 Cr CO2 04) 3 l - R 2) を、夫々p豆 2 、 3

及び A の HN Os 水溶液中紀浸した状態で、主('[ 6 時間照射した。照射終了後、直ちに取出

して約 0.4Ml の酢酸形陰イオン交換樹脂をペッドとしたカラム (1 cm｢ )陀、接触溶液と共

陀試料を移し、先ず、水で陽イオン成分｛〔Cr(H20J o}+++(A) と〔 Cr C C2 04 J C H2 0)4) +CB) と考えら

れる｝を洗出した。次匠、 1□ -2 N-HNOs で (Cr(C20, J 2 （恥 O l 2 l ― (C) と考えられる成分を、残

存成分〔 Cr CC 2 り） 5 ） ---(D) から溶離した。 2) 陽イオン成分は、 HR 型の陽イオン交換街脂上で

0.5M-HC104 で B を、残る A を 6N-HC1で溶離した。 3) これ等厄ついて、放射能は、ン

照射条件 A B C D 

PH4.3 3.2 5.7 252 65.9 

(0.0 12 J C 0.021 j (1. 2, (98.8) 
Pb 4 43 AA3 ~l 1 

熱
PH4.3 2.3 4.1 29.8 63.8 

中 < o.o 1 9 J C 0.032 J (1 6 1) (98.3 
Pb t.よし 200 200 29 1 

性
PH?J:15 5.4 7.4 2 7.4 59.8 

子 C 0.015 l C 0.020 J (0.65) (99.3 J 
Pb 565 565 70 1 

柱
PH315 3.3 6.7 26.7 63．る
c o.n1 J C 0.02 J C 0.69) (9 9.5) 

6 
Pb t.よし 502 502 60.6 1 

時 PH2.0 10.2 21.3 22.6 a5.9 
C0.02 lJ l0.0L16) (1. 5 9) (98.4 J 

間 Pb 10 DD 10 OD 51 1 

PH2.□ 1 □.□ 21.9 21.6 46.5 
C 0.0 f 1 J C 0.051 J C 1.65) (98.3 J 

Po なし 90 901 27 1 

試* PH ll 
1 hr 0.18 22.5 77.3 

料
PH 4 

棚 6 hr 0.056 20 80 

注）各欄中 1段目は放射能比？段目（）内は全Cr最比、う段目は比放射
能比である．試料棚の値は放射能比 0)み

＊）熱中性子束は約 5 x1on n／虚2 /sec. 
速中性子束は約 7 x1010 n/c;;名／sec.

ングルチャネルツンチレーツヨン計数器でCr
5l 
の 0.32聟 ev 0) 了線を計数し、全 Cr 盪はクロメ

ート法で比色定獄した。

（結果）表匹示すような実験結果を得た。 Cr51

及び全 Crの各化学形への分布はp豆匹より大き

く変化している。目下、反応速度論からのデ

ークを参考にして解析中であるが、照射条件

下での速度定数は、迪常の場合より可成り大

きい見込みである。尚、了線の存在は陽イオ

ン成分を浪少させている。試料棚での照射で

は、万線量や速中性子が大の為本来の反践反

応の結果とは、だいぶ異なつ Tこ結果を観潟す

ることになるようである。

1)  R は Dowex1X8, 100~200 me sh 

2) 井上吉之ら ：分折化学，ど， 121(1953)

3)  E. L. K i •n gら：J. A. C, S,,74_1674 (1952) -, 
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3829 コハ｀‘I レI- (Ill) シウ酸錯点のホッI- 7砂化栄的お‘ぶが｀汲項＃線化牛的絣況

東大う里，お荼社た理 斎藤信房， 0 佐野博‘緻， 松原薯手

目 的 従ま多く<7) ;::Jハ｀‘ルト鈴化冶、物について，ホ・ソトアトム効果の研況が｀お‘こなわ

れてきたか｀｀， その 1 3'とんと｀’ぱ，生成した‘゜Co 0 各化、す孜への今布の液言寸 l ＝月的か••あ＇かれて

い托． しかしなが‘ら， ホッI- 7 I-4 わ累の殷同上の面， およがそのがぶ点為さ漱紺線化学的に

斗 r., 渇令 1~ I さ， 佑成した化予蒋 I-:. ;,, 1r a 6ー C。の 9楳締やが｀当虻 I勺題t r,f，てくJ. われわれ

fす：のような祓笈ヵ、'1,駁蒋ゥコ Iヽ．．，レト (999）シウ琺箪化令杓 1:. 7 19 て中＇「ぽ｝翌狛ぶヽぶグが

プマ緑 PL身すの莉浣泣石ヽし，，，った．

賣 験 甲，浮子0)、世垢 9古い 1 ますの尤合 k)司梯，桑 1 炉JRR-1 "'気遠哨ぉぶが｀水序戻

釦LIこより， ~ 3 X /0" れ／ sec• cm~ cJJ中 1,-生｝ず l ~ 5 蒔 1月邑垢した． J,;,_ガ｀ンマ線．岨紺/;t,

理化序研況~ <7J bo Co -!1互船袋置乙用い， 2 ~ 3 X IO5 r/hr っ縁景年の場所て｀‘~如(JO 皓 1旬、哩

身ずとおこな，1':-. なお守，准；およが力｀‘ンマ線．匝身オのいずれの場合も， 泡気の呑在qもレ..,_••

；；、こ.,.,r"' とくに全却． Iすしなかった．、睡珈後，言式和 1 ；；フI< I 二珠絨レ， Coみ＋と 9 ーゲ、7 卜のも

しの 4じ予畝 K に分綸された． ここに朋いられた言式料について 9 オ， これり 2 穆以外at Aじ予指

へのf,°c。の今右f;f'みヒめられt5 91. 

ヽ牲術言“手とレ 1 ，ざ， K, [Co(C :z, 0凸J 3H.-.o, NH4(CoCC2 凶）;z, (NH山］出0, [Co(C2,04) 

(NH山J CL, [CoC(,04)(NH3)4-]N03 • HzO r.. k`' か｀＇田"'7れた． これらの言公料J;Jc"いす｀＇れも再娃

晶，~ i,籟招るれ L が，むおわずか 01 Coュ＋イオシの存れがみとめられ 3 のず，井、岨狛試

料屯、11l.身すざ釦料と同様の操作て‘’化予ヶ銚をおこヤず｀＇， 比荻練さすされた． Co2＋り却今のコ Iヽ．．，レ

トの淀景さ目的とした化予分椀q »戎とし'?'さ，戎屈亥あ‘ずt'森媒我出表を用 1 ヽ r2.

k3 rco (Cz04), J 3Hュ〇 ちヽぶが NH4[Co(C,.04)2,(NH1)zJ Hュ 0 /-::. 7 " -z. /;f'陰イオシ支旅和昨或

1 おわせて釘いウれた． すなわち， 戎漁如呟-z" 11 Coュャの捏イ万しして令たあるいはラシタシイオ

ンg加えて水疏化杓を充舷 5 七て 0 みJ L ，沈屈と臨ず森脩後ニl-ロ ‘I R 瘍亥f＝ぶ 9 ::J I ヽ．．，v

トとケ光屯対羨骨した．瘍咲油出戎 7‘'l さ， すヤシンーク，，ロ7)'.;,レムにiり Coが＋ t牲）出し，

頂祗碑のコ Iぐ Iレf-オキシン錯ぽを今光花沼祀暑し， あ 3 ヽ，J;f'/3 :. l-，，'I—ペナ 7 トー、レ—

？，，，，ホルム 12 よりつ Iヽ．．，レト錯 4手をつく，て抽出し，分光党度足景した a 陰イオン支抱垢

脂翁で 1古， Dow e_x -1 X -8 oi小祖肪註,.. ;;-'舒陰イガン 2 成沿さ七， Co2ヤイズシt水マ‘森

出しでこれt ::. 1-ロ'I R i五戎/-::. J:.'今彰乏力足骨した． 1也:::,;. 6•c。の合＃ tみ·3 ため I-::. J#

ロ払を気命わ恣土用し 1 られ， ウェ Iレ吃レシケレーレ 3 シカシンj - Iづ｀ 9 孜和紅t瑚定し

た．

綽稟 、し予令雑 0 才i玄しレてば，戎灼戎 I；；み~'名幻な再戎ヽばさらえず｀， しくに

k3 rCo (G  O4)3J枷 0 I:;. つ`'.,_ I#, 7 Iレカリ Irt o 原件？‘‘の合紹か侑婿か＇犬さ、、ようずぁ，

和 レかし陰ィオン茨我叩脂呟,~すぐれた再戎 I店を｝えた．f犀られた終屎から，該料が＂印
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雌:}、脱狛ぉ a い 1す力‘‘アマ螺陛加/-:. ;rっで生成する Co吋の削今か＇もとめられたか',し 1 7‘ れの

戌令ヵ， K3 [Co (Cとり）3] 3 H,O > J{H4[CoCC:z.〇4),. (NH1),zコ H.,o > [Co((,04)(NHi)4J(l 

;;::::::, [ (o ((,_ 04)(NHJ)4J NOJｷH.z.O oi面 T'Co2tの生戎骨に成クレr<-. ‘°c。っ今存 /cc つい< I す

これうぐ介試料っ拉戒との向に 1 ざ， さりしれ雄／旬 l釘係 Iさみとめられが， いずれも Co2＋り舒ヶ

l= 90 ％以J:. "'介布ぶ牡られら．

ガ‘ンマ埠、匝狛/-:；； 3 滋知堺考ヵ屈 I- つ｀ ’’L 9づ， 灼[C。 cら 04)り砂0 ">初帝か‘あク， 1 ，ク

q-(-complex) 低ズ、よ？｀ GCCo2）他厄それ 3万/-1-'l. I ;;;, J vｷ 'f, /!とされ 919 3 （キら森， 土塙．

釦u. Chヽ m. 5oc./ J arルn ，旦， 4り(I'll,/)). 今 m 4号られん釘cど）位 lゴI/, 6 ~示し，ぽ

ぼ‘‘1司諄殺であク， このことは Co2十の生戎が｀オキザ＇ぅ卜函t 1玄｝の放厄£似釣辞さら 1- っバルト

符i結令のな衿に起固す a ことと示し 2 、, 3 ようつ‘‘ある．

中 1rと｝、墜狛 I＝よるいわ中 3 ホ・フトアI-ム拉泉による Co2+ の't戎につ‘‘"2 J#, 令る炉内の

ヵ’‘ンマ塚，該料自身ネ・jが｀言入碁和逗の杓哨から叶紺為ヵ＂プマを昂なし’’0号埓， およャ｀｀仄践の

隙の効黒 rぷし’’のと‘'れかあ 3 、、 I さすべ｀てか＇吝 9 し-z I' J ~考えられJ,

ガ‘ンマ堺、旺街,~つ I ヽてけ，我iじ子祁1 浣所のた→切忠正氏<'> l"tf協）力のお？ 1っこt tけ冠して

珈危をありわレtぃ．

沿 1 店 ヵ‘‘ンマ堺翌和,... J: J:::, Jヽールト仰倍の釦(Coz+) 1也

K3 [ CoCCュ 04)3 J 3H20 It, 6 士 0.2

NH4 [ Co(Cz04)z CNH1).1.コ HzO g. q士 0,04

[Co(C;,,04)(NH3)4J CL 4, 3 士 0.2

[Co(Cュ O4)CNH3)4J NO3 • H“° 3. I 士 0,2

[ Co cen)~ J (N03)3 0, 4 :t. o. I （未格店）
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3830 コハ＂ルト鐸逗のホットアトム化榮（第／ク級）

束大理化・王里研 房古口
ィ籐斎 冨永健〇げ籐翡手

アクドベ゜ンクアンミンコパ＇）レト (lll) 名者溢臭ィヒ物の／ f固の配位子を穫々に変えた系列（こ
ついて， Bん (n, I)8ル＊反戻.'1: よって生ずるうヽ●＇）レつぎ（ヒ営穫の形兎ぁ·よ• (Jいその分牽

につヽ’て 1ますぐに該告し1),2)クト（圏ィオンの襄素が＇核反ん＇（こイ手う反跳効呆 I：より祝／立子と逗
項ず 3 割合（競位う収争）を見 3 と， こ 1/ しか｀・ターケ｀｀ット針知孟の令光;,t 1"系列｀ビ相肉度］ 1系か＇’

あ‘つことを見出している。

パ艮て" 1す，臭素原各の核臭‘J-笠叫団 (IT) によって起 3 心‘茅的効呆について、（九℃

反応の 1易合と比較すうために行炉た瑶究の．f苔呆を報告す 3 。

虎絞に用、，た全和羞は，

,) [ C 。 (NH3) らJ B几 3

2) [Co(NH山 NCSJ B% 
3) [ C Q (NJ-/3)~ NO.z] 8/l. 2 

If) [ Co （叫）sOも］ 81L3

5) [Co(NH3)5oNoz]B/l,2 

6) [ Co (NH3);-F J 811.2 

7) [ Co ((V柘）5 Cl ] B四

8) [ Co (11も）5 恥J B” 

?) (•Co （加）s I J B厄 たどであ 3 。

実絞の方法は） 砂BルをJRF. -1 あ 3 い（まJRR—えて‘'照射し，こ）几を用いて.l:. 3E の

鐸卓屋を再店晶法によりラベ｀）レつき化合物とすう。 この 4t合物をドライアィスーエダJ - IV 

湿令約中に 3 吟I'り放置する。 3 ，手閉後 0゜C (I)7K 1: 堵絡し，f易イオン交検尉昨（ Dowe,)(

to W X-ll I roo~200 メッシュ， Na.型）をつめたガラムとf令イガン文梅樹昨（.Voり豆

l x-i, 100~200 メッシェ， a 型')をつめたガラムこを直列 1: 連，移したカラムを蓮して鐸

イガンと臭·索ィガンを介維した。これをそのi、ステンレス製試科皿 1ことって§邊し，

GM カウンクーて., J3放りす骰を；列定した。f易イオン舒分の放射能 l.ま) IT の際 I滋位（窮の

に入った臭· t(fo伽）て＂あ 1 から手表期／ 3 /jJ-ぐ崩ク蒙す 3, f含イオンの卸分,_ Iま 90ぶ 9 90B//.. 
.. n ，，・ぶか • Bfl,パ存在すう。『2B几の放射線はアルミニウム0及収板を用いてガットして、9 3 か｀‘)

応令に 1文ガットて＂ぎないため柚‘正を行なフた。計判々汎 3 杖射穀 I古 I f易イオン岳9 釘f令

イガシ；fケのいす＂ I/L I: お、、 1 1 即BfL K よ a J3．依であ 3 から，計孜効年を梯i正す l ，②零 It:
ない。

得られた経呆をすて＂ ／：扱告ざ Iれた（ n, 『）及応のt易合の結呆こーあわ生て国 1: 示す。国の

1 ゜ロットの各号/;f.l:. ti'..の試科丸魯号て＂あう。 こ、< JI.,i (叫 1) 及応 1, 少つて｛寄られた 1

106ｷ 



のであり， I, It I'fによ，，t f号られた 4 ので’ある。

q。

2サ

20 

~ !6 ~ g ][ 

りn 
f 
II 

a、

母遥 / 2, ク

I : 
3 I 1 ; - 7 -1 , ?I 
/ ]I ク 66 I 

3I 夏 う『
x I :l 

6!. 60 タ!, so ダsx 1013 s~c-• 
——•[ Co(N応）5X J "'第 I •/).収苓ゥ孫勧玖（如；好）

（司ょり哨らがのよう" J]アの結果ピ (n, o.}反応いよ 3 結果とは大イふにお，、て同じよ
うな硯向を示、して、、る。 しかしアコ鋒吐砂場合は 1 中の隊 r: 1な例外的にか石り大ぎ1,: 1互 8

示して、、る。 iた I 'f "'t<い合，9 ／1 れ位困内に入ぅ放紺•J•生農寺の判合 1;1:, I司ー琉類のターケ．．
' 

’’／卜錯，品につヽヽて 1よ， （ n ， U) 及応のi易令より 1，一妓 /0 ィ氏，. 1Ji.を示して、＇る。

核稟性体転移 I: 1年つて放出ヤ IIL うf.f泉のエネJレギ＇ー Iす戌， 3 6 ke V て＇·このだfの及地
ノ

工:f Jレギ＇「は約 O.oz€Vr= すぎ"r, 、'o この 1蓮 I古 4t,考，｛店合のエネ，レギーに比してかなりノ／， 9

いのて",.t. ;tのような王見象は及疎 I＾｀イ芍；ヵ伶的”市交の支ヵ呆(('11, ~)及応のゥ易令 I：・秀え

うれ 3) とは秀えられfズい。, ?Of1'113ルの IT "''あ含 I= I古内舒転 1衡電｝ゃオージェ需チが放出
ざれて平内'f. 7 の正宝荷を靡がることヽゞ知られて、．る。従って占·:i'..のような l TI：イ半加r、
ットアトム反応 1な，むしろ需チ的 r：畠＜助起 r 11した版態が＇肉与す 3 反応と L -(秀ぇ 3 べ‘ぎ
'.(''あらう。

戎ずi.'ジアこノドビ＇スェケレンジアミンフハ’’ルト（//1)銹塩,=つ，、ても（司＃原な宍g・命を行なっ

ベ‘｀る。

シオ

パ岱 I) N. Sa if.。, T.丁om ；れa.，a.. and H. 5ano) Ch切． Effects N叫．
ヽ

T/lan叶orm., ?Yoc. 5j呼・， 恥3ue > (q6 0 I タ'I- I
), 

2) N. Saito'T.. 1。m;na-3a. a.nd.'H. Sano, Bull. Chem. Soc. Ja.p紅 , 
竺、 63 (Iq62) 
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l. 且的

コバルト錯塩における反劉も現象 （第 4叙）

介籐ほ房 0 名JI] 民男佐野博急文東火理

コバルト錯塩に熱中姓ふiあてて生成する 60LOは約400 e V 6)反跳エネルギーとんて化奪
釉合t切り純晶料にとびビすが、述杏な和牛の下ては函蛉令してもとの鈴 1 X ソi作る。
本穀告ではへ午サアンミソ舒塩ての実紡滋果i申心にー、の再綽合過程て｀の問題点、i様討し

r<‘ しヽ。

_[.戻験
室羞て卓l、生ふ照射した試叶について各種条1牛ての面糸昇砂連さi洛媒抽かね rこ 1 J 1 文ン
文授法によって泉めに

皿．純果と校滸

今よて‘に足、］もさil-L 「こコバルト原ふ0)麦i立距雌 1J教原る間托維の程度 I) と考えられ、 l rこ吃
(/))司国の純晶の虻列が完全に急秩序となっていることがホされている。 2) したがって 6°Co

ff)函枯令に 1Ji)アンモニア分令が拡叔により、 60Co の）司）j)に自も1立するか;i) 6ー Coがもとの空

位に拡致してもとるがo 過社が必厚てある。jた反跳ざれt:. 60 C滋手 1J麦位し「叶支 1よt 2

ょ r-:., .;tt 3 1面の 1 穴ンとなフていると想1象される。 3) したがって―...,ォLが Co (111) 0)錯 1 オソ

となる「こめには雹ふの授受と含むiii)電ふ状態の麦化応処要てある。（Co(en)3)(b Z .. ff'J 6oCoの
因綽釦際の見掛I} のシ切牲化エネルヤ'- lJ約 lbkCt1.l であったが、—..., tl) 1』は水条夜オて(/)

(Co (en)3）ュt ~ (Co(en)』 3tf晶い授受反応のシ翻社化エネ 1レギ—約 I S-k co.l ~ I:. I可社度てあり、

ょ r項犀五拡赦がより困羨佳と見われる（Co(en)3)Cl3 の＇j)が (Co(NH山） C叫りも‘゜Co

fl)再綽令速及が大きいが、これ1J電ふ授麦の条易さと一玖することからこのiii灼過程が情

山文隋である可能性も考んられる。戻験{l),蝕集、中I、生ふ照財 L た（(o(NH山）（NOi)巧 60Co

の再悼令lよ空気中で 1J 14-0℃以下では砂めて近いが．一気圧のアンモニア気中て 1J 7託て

かな_り(/)近→で追行するごとが見九された。〔Co (en)』 (NO山でもエナレンジアミンの差
気中でlj 78℃において 60Co の再枯合が促逍されることと知った。よた一方、‘° Co a:ト L -

サーとして含むコバルトがら令奴した〔町Co(N 出）b) (NO心に I 08r~4 の電手棘照、射すも 1氏羞
で行い、その約 10災と分解ざせドものの 78 C゚ での再怜なゞえ度Jj福北約の方が lJるかに大き
L ヽことが示された。

以上、の蛉果からこれらの錯場、て(J) ‘°Co の再綽合の律速—i文階 Ij i)の砒j立ふの拡佑並滋にある
と考えられる。i「こ 10?radの電ふ線照、打によっても再紺合がVむ直されたことから祀伍令 Id
単に diso i-cf ei- 3one の祖餌｀17 謬〈綽晶叫賛成とャ11ndom に勤き 6°Co と糸点合すると息われ
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る。

l) J.B. C:rｷ,bson et o..l, P恢s. Rev., ピ迫， 1229 (1 祁0)

2)-¼森、名1 ．怯野、身 12 回針出ほ討論公繭項 (l962)

3) er. K. We.i--theim, J. Chem. Phys. 紅， 687 (I q b1) 
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63 62 
c“ 仇， 2n) Cu 反応お113反跳効呆—銅 7タロシアニン

東火理ィヒ 肴厄ィ言房 富 m 功 o 菅野算

釦7 タロシアニンi中柱ふにて照討し｀和1arcl- ChaIrn e.rs 反応；行った際の人龍効長に
つし‘て 1J.すでに夕姜叔条ざ A＼ているが｀ 6·3c.,u (n, 2.n)'"Cu 反応の以冷について IJまに至心

されていない。一への実，彬灸で,;;r. I 4: I M e:v /I)中小圭ふ乱fL,て｀、全日 7 タロシアニンの照肘と行い．荘

晶形や，照身．T羞度の柑ふがレテンション (retenti on)に及ばす影埓について松討 L 「-:.。

、 7 ーゲ、7 卜に用いた銅7 クロシアニン,.;r 7 タl::lニトリ Iレと住弔釦り合成したが、一祁の

知似 lょ布恥はも戌）fl L f-::..吃11)竹製 I.;\ 環斌蛾にぅ底かして多青0\水て希釈し．再；名さ迂る

炉公ととっ[::.。このようにして得ら 4＼る飼7 タロシア::;..ンの条晶形/Jよ形 (metotible f。rm)

である． B 形 (st0-ble torm) i上人形とトル玉ン中て転秒さぜ（得られに生灰物のみt認 1.;J:、

元点分町、放射化にJり主ぷする核種の半ぅ成刻痢定などに」り，よfこ峠晶形0)碓誌/Jオ、外

スペ 7 トル， X 線入ペクト Iレ、及び尿差熟介祈ておこなっ「こ。

照身れi州（d, が He 反応で｀/J/...1 H e. v の中ぷt手乱（～ 10 柘／△ec) tぶす中杜ふ発土装星と
1史用し．拭斜約/f-OOm3-と I 5'分閉照討して．「くにちに 2om·I (J)濃縫殿に漆かし、一青心とっ
て放肘韮と唄’j足しに残りt沿冴くて希玖し（釦77 にシアニン履凩させ 口如分離し

て放射iiもと測足してレテンションと求め T::. 。 1氏溢照射,s拭＼叶i液iよ望東叱に入如けなっ
K 。文，験悼果0)争切直ふぴ棟恥扁羞と下表に柔す。力、フコ界ぱ笑駿,~叙てある。坂射能の
滉’l足ばすべてウェルタイア シンナレーションカクンダーで半痰難(q.8m;n.) の 4~5 治に

わたって行なっ r::. 。

紅晶形 匝、身寸シ昴月 レテンションは）

メ 形 Yoom temp. 13.I i I 、 7 (b) 

,..,}_ 彬 I ia. Nュtかp. l 斗．1i 1. I. 3 ("-) 

^ 
廿多 rool1J temp. ュ5.5 + 1. l （牛）

｢ 和多 l :9,-. N,. ねがp. .24-.3 t :i..8 (/;) 

束申よ形£用い．液i本窒表印（行なっに戻験lよなお少し校討の余戎があるが、照身わ晶及

のレアンションに及ばす影埓/Jふざいと見ゎ小る。舷晶形のオ恥iがレテンションに人きく

影年すること I1 この糸点果より哨らjJヽである。なお．叱u(n，ュ n ） ‘2い反応の渇令と比軟す

る[J)“Cu(n,r)‘//-Cu 反い恥についても戻験t行い、シ農硫鰍 Iこ忍かす方法と昇革によ

る介組法で‘レテンションと求め rこ 0 々(/)綽果についても希反点する。
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〔目的〕

ニッケ）レ錯塩のホットアトム化学（第一報）

＊原研
羽京大・理・化学

柴田長夫＊ 0藤永太一郎**
吉原賢二＊ 寒竹嘉彦将

核変換の化学的効果については近年数多くの研究がなされ，まとまつた成果があげら

れつ入ある。とくに原子炉の熱中性子を利用する (n'r) 反応の結果生じるホット・ア

トムについての研究が詳細におこなわれているが， LINAC などの r 線を利用する核反

応の結果生じるホツト・アトムについては比較的研究例が少ない。またコバルト錯塩のホ

ツト・アトム化学については多数の研究者によりまとまつた研究がおこなわれているが，

ニッケル錯塩については二，三の簡単なデータを除いては，まつた＜研究がおこなわれて

いない。こうゆう見地から演者らは L IN  AC の r 線により 58N i (r, n)57N i, および

同時に 59Ni(r, p )57Co の反応をおこないうることに着目して，ニッケル錯塩について

核変換の化学的効果の研究をはじめた。これは 57Ni反跳原子の挙動をしらべる点で興味が

あるばかりでなく， 57C0反跳原子のニツケル錯塩中での挙動が問題になり，従来よく研究

されてきた，コバルト錯塩中でのーコバルト反跳原子の挙動と比較出来る点で非常に重要で

ある。本報においてはpot as s i um t e t r a cyan on i ck e 1 a t e 応〔 Ni (C N)4 〕を L IN  AC  

の r 線により照射して生成する 57Niおよび 57C0 の化学形分布およびアニーリソグ効果など

についてしらべた。

〔方法〕

実験に使用したpo t ass i um te t rac y anon i ckela t e は文献により合成し，再結晶して

精製したものである。 （中性では Ni 2tと〔 N i (CN)4 戸―との交換反応はほとんど起らな＇

いことが確かめられている。）

r 線源としては日本原子力研究所の LINAC からの制動放射線を用いた。 r 線の最

大エネルギーは 2 O MeVで照射条件はできるだけ一定になるようにつとめた。照射する試

料は約 1 gをポリエチレンのカプセルにつめ発泡スチロールにより断熱した容器中でドラ

イアイス・＇エタノールで冷却し 5 ~6  0 分 r 線照射を行なつた。 Niを r 線で照射して得ら
れる核種は 58N i (r, n)57Ni （半減期 3 6 時間）， 58N i (r, p)57Co （半減期 2 7 0 日）

でそのほかに “N i (r, n)63Ni （半減期 8 0 年）， 60N i (r, n)59N i （半減期 8X 10 4 

年），あるいは 61Ni (r, P) 60 C o (半減期 5. 3 年） , 62N i (T'P) 61 C o （半減期 1. 6 時

間）等が生成することが考えられるが，照射試料の r 線スペクトロメトリーにより 58N i Cr,

n)s1Ni, 及び 58N i (r, p )57Co 反応のみが問題になることが確かめられた。又 r 線に

よる C, N 等にもとずく反応も問題にならないことが判明した。なお r 線の測定には

Ba i rd-At om i c 社製 2 0 チャンネル r 線スベクトロメーターを用いた。

核変換によつて生ずる化学種の分離については口紙電気泳動法，イオ‘ノ交換法を用い
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て検討した。口紙電気泳動法による 57Niの化学形の分離には， O. 0 I N - ammonium 

a c e t a t e (pH 6~7) を電解液として用いるのが最も適当であった。 5 0 X 2 cm の口紙

(T  O Y O, No 5 3 ），電圧 1,5 0 0 V, 電流 2 ~5 叫，泳動時間 3 0~6  0 分の条件で泳

動をおこなつた。

イオン交換法では陰イオ、ノ交換樹脂 Da i a i on S A 1 0 O (I O 0~2  0 0 メッシュ）

•力，ラム(· 1 cm if, X 1 O cm) を用いた。陰イオン・フラクツヨンに対して溶離液は水， 0.2 5 

N - K N O 3, 0. 5 N -K N O 3, 1 N -H N O 3, 7. 5 N -H N 03, I O N -H NO 3 の順

に流した。

〔結果〕

(1) 57Niの化学形分布： 58Ni Cr,. n) 57N]反応により生成した氏〔 Ni (C N) 4 〕中の 57N i

の化学形を口紙電気泳動法により検討した。 Ni 2 十， [ N i (C N) 4 戸―のピークが認められ

るほか，原点のピークおよび原点と〔 Ni (C N) 4 〕かのピークの間にピーク ．認められる。

これらは〔 Ni (C N) 2 (H 2 0) 2 〕あるいは〔 Ni (C N) a 恥〇〕―のごとき化学種であると考え

られるがなお検討中である。

(2) 57Niのアニーリング： 58Ni (r. n)57Ni 反応により生成した応〔 Ni (C N),〕中の

57Niのリテ‘ノンヨンについて熱によるアニーリングを調べた結果を F ig. I に示す。これは

従来知られている反跳原子のアニーリングと比べてずつと低湿でも進行する点で興味深い
事実である c ドライアイス温度でさえもアニーリングの進行が認められた。

(3) 57 Co反跳原子の化学形分布： 58Ni (r, P) 57Co 反応あるいは 58N i (r, p )57N iと—

57C0 の過程により応〔 N i (CN) 4 〕中に生じた 57C0 の化学形分布をイオン交換法により検討

した。〔Ni (CN) 4)2―が O. 5 N -KNOば溶離され

たのち， 5 N -HNO 3 溶離フラクンヨソに 57Co

の主なピークがあり，また小部分の・ 57Co は ION

Fig.I i:ffect of thermal 邸nee.l ing
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-HN03 溶離フラクシヨンにあらわれることが

確認された。 5 N -HNO 3 溶離フラクi/ヨンは

[ Co (C N)5 H心〕2-あるいは〔 Co (C N)4 (H2Q)江

のごとき化学種と考えられる。 1 0 N-HN釘溶

離フラクジョンは〔 Co (C N)6 げと考えられる。

樹脂を通過する 57Co2十は非常にわずかのパーセ

、ノテージ．を占めるにすぎない。
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〔目的）

フクロジアベニン銅のホットアトム効果匹ついて（続報）

a 型および B 型のフクロシアニン銅のサーマルアニーリング

日本原子力研究所 〇海老原 寛，吉原賢二

固体のホットアトム化学においてクーゲットの結晶形が結果匠及ぽす影響匠ついてはごくわずか

しか研究されていない。 Cookはフクロジアニン銅匠ついて a 型と B 型の結晶のリテンジョン値（以

下 R と略す）が著るしく異ることを最初妬見出した。しかし彼の報告では照射条件や an n ら ale 立

の効果匠ついては研究されておらず，分離法も anneal i ngの研究侭は適切なものではなかつた。

結晶形が反跳原子の再結合の過程にどの様な影響を及ぼすかは非常匠重要なことと思われるので，
今回の報告では前回（日本化学会オ 1 6 年会）にひき続き (n, T)反応および (T, n) 反応匠つ，，，て

a 盟姦よび B 型のフクロジアニン銅のホットアトム効果について研究した。とく匠照射中のc.'..'..S立ー

ingおよび照射後の熱花よる anneal i ng侭ついて反跳原子の再結合の過程を調べることを目的と

した。

（方法）

a 型および B 型のフクロジアニン銅をクーゲットとして，原子炉匠よる熱中性子を照射して 65つ，•

(n, r J 64ou 反応を起させるか，または線型加速器匠よる 20Mev. の r 線を照射して 65e·ッ．（ r, こ）

64ou 反応を起させて生成する “Ou 侭着目する。

照射条件の結果に対する影響が B 型匠おいて特に大きいので，thermal anneal i ngの実験でば臨

射条件および分離法を一定匠すること匠留意した。すなわち照射湿度は全てドライアイス涅度

(-7 8 ゜C) で行ない，照射時間は 5 分間，分離法は 0 ℃の硫酸匠溶解し銅担体を含む氷の中へ牟灰

を注ぎ込み沈澱を作る。＇これを口過して沈澱の全部及び口液の一部または濃縮して全部をとり，弘

分型、ンンチレーションカウンクーで “Ou の放射能を測り R を算出する。 Anneal i n gの福度は，

0 ℃ （氷水）， 40 ℃ （恒温槽）， 87. 2 ℃ （トリクロロエチレン浴）， l 3 9. 1 ℃ （キシレン浴），

197. Rs•e （エチレングリコール浴）， 3 o o ｷc (電気炉）等忙ついてそれぞれ 24 時間前後 anEea] を

行った。

〔結果〕

(1) 照射中の anneal i n g

Thermal annealing ll)時間 0 の時の R

の値 (Ro) は Table 1 f'[示すよう匠ドライア

イス温度照射では， ( n, r) 反応森よび

(r, n) 反応のいずれも a 型については

6 伶， B 型侭ついては 23. 5伶となり核反

応の差すなわら反跳エネルギーの差によ

る Ro への影響は認められない。また a 型

Reaction 

(n • r) 

(n, r) 

(r, n) 

(r, n) 

118 

Table 1. Initial retention value 

Irradiation Ro (%) 

temperature a-form {9-form 

Reactor temp. 6. 2 土 0,2 3 g. 6 士 0. 6 

Dry ice temp. 6 • I 土 0. I 2 3. 5 土 0. 7 

Room temp, 6, 6 士 0, l 6 4. 8 土 0.,1

Dry ice temp. 6. 2 土 0. 1 23 ・ 6 土 0 ｷ 6 



では (n, r) 反応姦よび (r, n) 反応のいずれ侭姦いてもドライアイス温度での照射と，それより

高い温度で照射した場合とではRo はほとんど変らず 6 %程度である。ところが B 型では照射中の温

度が Ro V[大きな影響を及殴すことがわかる。すなわち B 型は温度の条件侭対して鋭敏である。

Anneal i ngの実験匠おいては anneal i ng温度を指定する筏か匠照射条件（特匠温度）を指定す

ることが不可欠侭なる。

_(2) Post thermal ｷannealing 

a 型および B 型のフクロシアニン銅匹

ついて＇（ n, r) 反応および (r, n) 反

応後のthermal annealingをそれぞれの

Fig.1. Isothermal annealing cu四es of recoil 6 4cu-atoms 
produced by 6 sou (ャ， n)64cu reaction in a-and {3-
copper phthalocyanine 

場合匠ついて行なつた結果を Fig. l ぉ 1OO 

よび Fig. 2 V[示す。

これらの Isothermal annealing curve か

ら定性的匠いえることは； (i l B 型匠お

ける annealing の進行状態は a 型にお

けるそれよりも一般侭早い。これは

(~, r) 反応匠ついても (r, n) 反応

匠ついて心あてはまる。(ii)B 型妬おけ
る annealing は a 型よりも，みかけJ:

一定の値（ R= とする）匠早く到達する

傾向がある。{iii) (n, r) 反応と (r, n) 

反応侭よつて生成した反跳原子の

anneal ingにおける行動は傾向として

は大体類似している。(iV) R の増加量

R=-Ro についてみると，温度範囲が 00

~200℃の間では増加は非常にゆるいが，

250℃を越えると増加率が急激に増大すえ

(3) Annealing kinetiC'sｷ 
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Fig.2. Isothermal 邸nealing curves of recoil 64cu-atoms 
produced by 63cu(n, r)64cu reaction in a-and {3-
copper phthaJ.ocyanine 
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anneal i ngのメカニズム匠ついてはいくつかの過程が推定されるが，これらについては実験デー

クと照合しながら検討中である。
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神戸工業株式会社

東芝放射線株式会社
日製産業株式会社

日本無線医理学研究所
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